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一　

は
じ
め
に
―
― 「
連
合
王
国
裁
判
所
に
お
け
る
公
益
」

　

既
に
わ
が
国
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
お
よ
び
ウ
ェ
ー
ル
ズ
）
の
行
政
訴
訟
に
お
け
る
原
告
適
格
の

法
理（

１
）は

極
め
て
緩
や
か
で
あ
り
、
例
え
ば
、
後
述
の
と
お
り
、
政
府
開
発
援
助
に
関
す
る
大
臣
の
決
定
に
つ
い
て
政
府
開
発
援
助
の
監
視
団

体
が
司
法
審
査
を
求
め
る
こ
と
や
、
領
海
外
の
大
陸
棚
に
お
け
る
石
油
・
ガ
ス
調
査
試
掘
免
許
案
に
つ
い
て
環
境
保
護
団
体
が
司
法
審
査
を

求
め
る
こ
と
を
認
め
た
判
例
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
特
別
の
法
律
の
根
拠
が
な
く
て
も
、
公
益
訴
訟
を
提
起
す
る

こ
と
が
許
さ
れ
る
と
評
価
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
な
ぜ
イ
ギ
リ
ス
の
行
政
訴
訟
に
お
い
て
原
告
適
格
の
法
理
は
こ
れ
ほ
ど
緩
や
か
な
の

だ
ろ
う
か
。
わ
が
国
の
最
高
裁
判
例
に
よ
る
と
、
行
政
事
件
を
含
む
民
事
事
件
に
お
い
て
裁
判
所
が
そ
の
固
有
の
権
限
に
基
づ
い
て
審
理
す

る
こ
と
の
で
き
る
対
象
は
、「
法
律
上
の
争
訟
」（
裁
三
条
一
項
）、
す
な
わ
ち
「
当
事
者
間
の
具
体
的
な
権
利
義
務
な
い
し
法
律
関
係
の
存

否
に
関
す
る
紛
争
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
そ
れ
が
法
令
の
適
用
に
よ
り
終
局
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
」
に
限
ら
れ
（
最
判
昭
和
五

六
年
四
月
七
日
民
集
三
五
巻
三
号
四
四
三
頁
、
最
判
平
成
一
四
年
七
月
九
日
民
集
五
六
巻
六
号
一
三
三
四
頁
）、
さ
ら
に
、
取
消
訴
訟
（
抗

告
訴
訟
）
の
原
告
適
格
の
判
断
に
お
い
て
、「
私
人
等
権
利
主
体
の
個
人
的
利
益
」
と
「
公
益
」
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
き
た
（
最
判
昭
和

五
三
年
三
月
一
四
日
民
集
三
二
巻
二
号
二
一
一
頁
を
参
照
）。
そ
れ
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
行
政
法
学
（
公
法
学
）
に
お
い
て
、
個
人
的
利
益

と
公
益
は
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
行
政
訴
訟
の
本
来
の
目
的
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

連
合
王
国
で
は
、Econom

ic and Social Research Council

の
助
成
に
基
づ
き
、
ク
イ
ー
ン
ズ
大
学
ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
法
学
部（Q

ueen’s 

U
niversity Belfast, Law

 School

）のGordon A
nthony

教
授（
共
同
研
究
者
と
し
てJohn M

orison

教
授
とD

im
itrios D

oukas

博
士
）

に
よ
り
「
連
合
王
国
裁
判
所
に
お
け
る
公
益
〔Public Interest in U

K
 Courts

〕」
と
い
う
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
（
研
究
期
間
は
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
一
日
か
ら
二
〇
一
一
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
）。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
な
狙
い
と
は
、「『
公

（法政研究 87－3－378）
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益
〔public interest

〕』
と
い
う
言
葉
が
連
合
王
国
裁
判
所
に
お
け
る
公
法
訴
訟
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
ど

の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
か
」
を
確
定
す
る
こ
と
、
よ
り
精
確
に
は
、「
そ
の
言
葉
を
裁
判
所
が
用
い
る
様
々
な
方
法
の
分
類
学

〔taxonom
y

〕
と
そ
れ
ら
の
使
い
方
が
連
合
王
国
の
現
代
的
憲
法
に
関
し
て
何
を
明
ら
か
に
す
る
か
」
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
っ
た（

２
）。

そ

し
て
、
こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
の
概
要
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
、
八
つ
の
項
目
―
―
「
公
益
を
定
義
す
る
〔D

efining Public 

Interest

〕」、「
そ
の
言
葉
は
裁
判
所
で
ど
の
よ
う
に
現
れ
る
か
〔H

ow
 the term

 arises in court

〕」、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
法
〔EU

 

Law

〕」、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
〔T

he ECH
R

〕」、「
公
の
当
局
の
決
定
〔Public A

uthority D
ecisions

〕」、「
司
法
審
査
〔Judicial 

Review

〕」、「
公
益
を
理
由
と
し
た
不
開
示
特
権
〔Public Interest Im

m
unity

〕」、「
表
現
の
自
由
〔Freedom

 of expression

〕」
―

―
に
分
類
し
て
公
開
さ
れ
、
と
り
わ
け
「
そ
の
言
葉
は
裁
判
所
で
ど
の
よ
う
に
現
れ
る
か
」
と
い
う
項
目
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
、
五

つ
の
主
た
る
現
れ
方
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

３
）。

　

第
一
に
、「
立
法
が
そ
の
規
定
に
お
い
て
、
例
え
ば
『
公
益
』
に
照
ら
し
て
決
定
を
行
う
よ
う
指
名
さ
れ
た
決
定
権
者
に
要
求
す
る
こ
と

に
よ
り
、『
公
益
』
と
い
う
言
葉
を
使
用
す
る
場
合
」
で
あ
る
。
最
も
良
い
例
と
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
情
報
公
開
法
（Freedom

 of 

Inform
ation A

ct 2000

）
に
お
い
て
、
特
定
の
種
類
の
情
報
の
要
求
は
「
公
益
」
テ
ス
ト
に
服
し
、
つ
ま
り
、
当
該
情
報
を
保
有
す
る
公

の
当
局
は
、
当
該
情
報
が
請
求
者
に
開
示
さ
れ
る
こ
と
を
「
公
益
」
が
支
持
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
の
当
局
に

よ
る
不
開
示
決
定
が
争
わ
れ
た
場
合
に
、
高
等
法
院
（H

igh Court

）
は
、
法
律
問
題
と
し
て
、「
公
益
」
が
開
示
を
要
求
す
る
か
ど
う
か

を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　

第
二
に
、「
訴
訟
が
『
公
益
』
の
た
め
に
提
起
さ
れ
る
場
合
」
で
あ
る
。
こ
の
「
公
益
」
訴
訟
は
、
司
法
審
査
で
は
ご
く
普
通
の
こ
と
で

あ
り
、
裁
判
官
が
い
く
つ
か
の
手
続
ル
ー
ル
に
つ
い
て
緩
や
か
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
可
能
と
さ
れ
て
き
た
。

　

第
三
に
、「
裁
判
官
が
個
別
の
法
の
発
展
を
正
当
化
す
る
と
き
に
、
自
ら
そ
の
言
葉
を
援
用
す
る
場
合
」
で
あ
る
。
こ
れ
も
司
法
審
査
の

判
例
法
の
前
面
に
出
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
、
裁
判
官
が
「
公
益
」
に
言
及
し
て
き
た
の
は
、
公
法
の
射
程
の
拡
大
に
よ
り
、
特
定

（87－3－379）



論　説

918

の
決
定
権
者
が
裁
判
所
の
統
制
を
免
れ
な
い
よ
う
確
保
す
る
と
き
で
あ
っ
た
。

　

第
四
に
、「
紛
争
の
一
当
事
者
で
あ
る
公
の
当
局
が
、
訴
訟
の
準
備
を
す
る
と
き
と
訴
訟
が
審
理
さ
れ
て
い
る
と
き
の
両
方
か
一
方
に
お

い
て
、『
公
益
』
に
言
及
す
る
場
合
」
で
あ
る
。
前
者
の
例
と
し
て
、
公
の
当
局
が
、
特
定
の
情
報
は
「
公
益
を
理
由
と
し
た
不
開
示
特
権
」

の
対
象
に
な
る
た
め
、
他
方
当
事
者
に
開
示
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
後
者
の
例
と
し
て
、
公
の
当
局
が

あ
る
特
定
の
方
法
で
行
為
し
た
理
由
を
説
明
す
る
と
き
に
、「
公
益
」
に
依
拠
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

第
五
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
法
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
両
方
か
一
方
を
参
照
し
て
、
主
張
が
さ
れ
る
と
き
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連

合
法
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
に
お
け
る
個
人
の
権
利
の
遵
守
の
要
求
は
必
ず
し
も
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
、「
公
益
」
上
の
正
当
化
事

由
が
存
す
る
と
き
に
は
、
国
家
が
個
人
の
権
利
に
制
約
を
課
す
こ
と
が
許
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

A
nthony

教
授
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
法
（
判
例
を
含
む
）
を
も
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
法
の

理
論
と
し
て
も
直
ち
に
通
用
す
る
と
考
え
て
よ
い
か
と
い
う
点
で
限
界
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
も
の
の
、
本
稿
で
は
、
そ
の
点
に
留
意
し

つ
つ
、
彼
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
の
公
益
の
概
念
お
よ
び
司
法
審
査
（
行
政
訴
訟
）
に
関
す
る
成
果
に
依
拠
し
て
、
連
合
王
国
の
公

益
訴
訟
の
理
論
的
基
礎
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い（

４
）（

以
下
で
は
敬
称
は
省
略
す
る
）。

二　

公
益
訴
訟
の
生
成
と
拡
大

　

⑴　

A
nthony

の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
に
立
ち
入
る
前
に
、
連
合
王
国
に
お
い
て
公
益
訴
訟
（public interest litigation

）
と

は
何
を
指
し
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
広
く
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て
簡
単
に
み
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

公
益
訴
訟
と
は
、「
一
九
七
〇
年
代
に
様
々
な
不
正
、
特
に
イ
ン
ド
全
土
の
監
獄
に
お
け
る
囚
人
の
違
法
な
拘
禁
の
問
題
に
気
付
い
た
イ

ン
ド
最
高
裁
判
所
の
創
造
物
」
で
あ
り
、
後
に
、
従
来
は
イ
ン
ド
政
府
の
執
行
部
の
独
占
事
項
で
あ
っ
た
行
政
の
そ
の
他
の
す
べ
て
の
側
面

（法政研究 87－3－380）
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に
も
拡
大
し
、「
旧
宗
主
国
も
ま
た
公
益
訴
訟
の
魅
力
に
抵
抗
で
き
な
か
っ
た
よ
う
に
み
え
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る（

５
）。

そ
し
て
、
公
益
訴
訟

の
概
念
は
、
連
合
王
国
で
は
わ
が
国
よ
り
も
広
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
で
あ
り
、
自
己
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
「
社
会
の
恵
ま
れ
な
い
人
々
」

（
具
体
的
に
は
、
児
童
、
難
民
・
庇
護
許
与
請
求
者
・
不
法
移
民
、
障
害
者
、
ジ
プ
シ
ー
、
女
性
の
Ｄ
Ｖ
被
害
者
、
囚
人
、
精
神
障
害
者
、

貧
困
者
・
住
宅
困
窮
者
）
に
代
わ
っ
て
「
法
的
枠
組
み
の
中
で
活
動
す
る
広
汎
な
運
動
団
体
」
が
訴
訟
を
提
起
し
、
ま
た
は
、
訴
訟
参
加
す

る（
６
）と

い
っ
た
文
脈
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

⑵　

イ
ギ
リ
ス
の
行
政
訴
訟
に
お
い
て
、
原
告
適
格
の
法
理
を
緩
和
し
、
公
益
訴
訟
の
提
起
が
広
く
容
認
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
判
例
が
、

Inland R
evenue Com

m
issioners v N

ational Federation of Self-E
m

ployed and Sm
all Businesses Ltd

（
一
九
八
一
年（

７
））

で
あ

る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
、Richard Raw

lings

（
Ｕ
Ｃ
Ｌ
教
授
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
司
法
審
査

を
、
許
可
（
原
告
適
格
）
の
段
階
、
根
拠
の
段
階
、
救
済
方
法
の
段
階
と
い
う
三
つ
の
段
階
に
分
節
し
た
う
え
で
、
そ
の
展
開
を
、
①
古
典

的
モ
デ
ル
で
あ
る
「
排
水
管
〔drainpipe
〕」
モ
デ
ル
か
ら
、
②
許
可
の
段
階
が
押
し
広
げ
ら
れ
た
「
煙
突
〔funnel

〕」
モ
デ
ル
へ
、
さ

ら
に
は
③
よ
り
柔
軟
で
開
か
れ
た
「
ア
メ
リ
カ
式
高
速
道
路
〔A

m
erican freew

ay

〕」
モ
デ
ル
へ
と
図
式
化
し（

８
）、

特
にN

ational 

Federation

判
決
を
、
②
「
煙
突
」
モ
デ
ル
の
「
護
符
」（talism

an

（
９
））

と
称
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
同
判
決
に
従
っ
た
そ
の
後
の
判
決

の
う
ち
、
公
益
訴
訟
に
関
す
る
論
攷
で
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
お
く
。

　

ａ　

ま
ず
、R

 v Secretary of State for Foreign and Com
m

onw
ealth A

ffairs, ex p W
orld D

evelopm
ent M

ovem
ent Ltd

（
一
九
九
四
年

（
（1
（

）
は
、W

orld D
evelopm

ent M
ovem

ent L
（
（1
（td

が
、
外
務
・
イ
ギ
リ
ス
連
邦
大
臣
を
相
手
取
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
のPergau 

D
am

に
資
金
を
供
給
す
る
援
助
に
関
す
る
二
つ
の
決
定
（
援
助
を
付
与
す
る
決
定
お
よ
び
資
金
を
こ
れ
以
上
供
給
し
な
い
と
の
言
質
を
拒

否
す
る
決
定
）
の
司
法
審
査
を
申
請
し
た
事
件
で
あ
る
。
本
件
の
主
な
争
点
は
、
当
該
援
助
の
付
与
が
、
一
九
八
〇
年
海
外
開
発
・
協
力
法

（O
verseas D

evelopm
ent and Co-operation A

ct 1980

）
一
条
一
項
の
目
的
に
従
い
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
「
開
発
を
促
進
す
る
た
め
」

で
あ
っ
た
か
ど
う
か
で
あ
り
、
原
告
団
体
は
、
本
来
な
ら
他
所
に
回
る
資
金
か
ら
利
益
を
得
る
で
あ
ろ
う
開
発
途
上
国
の
人
々
の
利
益
を
代

（87－3－381）
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表
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

結
論
的
に
高
等
法
院
は
原
告
の
申
請
を
認
容
し
、
そ
の
中
で
詳
細
な
理
由
を
付
し
て
意
見
を
述
べ
たRose LJ

は
、
原
告
適
格
に
つ
き
、

N
ational Federation

判
決
を
参
照
し
て
、「
原
告
適
格
は
先
決
す
べ
き
争
点
〔prelim

inary issue

〕
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
で
は
な

く
、
事
件
全
体
の
法
と
事
実
の
文
脈
で
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
、
さ
ら
に
「
原
告
適
格
を
検
討
す
る
と
き
に
は
、
異
議
の
実

体
的
事
項
〔m

erits
〕
が
支
配
的
で
は
な
い
に
せ
よ
、
重
要
な
要
素
で
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
、W

ade

の
教
科
書
の
一
文
―
― 

「
真
の
問

題
は
原
告
が
実
質
的
な
懈
怠
ま
た
は
濫
用
を
証
明
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
り
、
自
己
の
個
人
的
権
利
ま
た
は
利
益
が
関
係
し
て
い
る
か
ど
う

か
で
は
な
い
」（

（1
（ 

―
―
を
引
用
し
た

（
（1
（

。
ま
た
彼
は
、「
実
体
的
事
項
は
さ
て
措
き
、
本
件
に
は
い
く
つ
か
の
重
要
な
要
素
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
」
と
述
べ
、「
法
の
支
配
を
擁
護
す
る
重
要
性
」、「
提
起
さ
れ
た
争
点
の
重
要
性
」、「
そ
の
他
の
責
任
あ
る
異
議
申
立
人
が
存
し
な
い
可

能
性
」、「
救
済
が
求
め
ら
れ
る
義
務
違
反
の
性
質
」、「
援
助
に
関
し
て
助
言
、
指
導
、
支
援
を
与
え
る
点
で
の
こ
れ
ら
原
告
ら
の
顕
著
な
役

割
」
を
挙
げ

（
（1
（

、「
本
件
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
こ
と
が
、
本
件
原
告
ら
は
…
…
申
請
が
関
係
す
る
事
項
に
つ
き
十
分
な
利
益
を
有
す
る
と

の
結
論
を
示
す

（
（1
（

」
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

ｂ　

ま
た
、R

 v Secretary of State for T
rade and Industry, ex p G

reenpeace Ltd

（
一
九
九
九
年

（
（1
（

）
は
、
自
然
環
境
の
保
護
を

主
た
る
目
的
と
す
る
運
動
団
体
で
あ
るGreenpeace Ltd
が
、
通
商
産
業
大
臣
を
相
手
取
っ
て
司
法
審
査
を
申
請
し
、
同
大
臣
が
連
合
王

国
の
領
海
外
の
連
合
王
国
大
陸
棚
（U

K
 Continental Shelf

）
で
石
油
・
ガ
ス
調
査
試
掘
免
許
を
付
与
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
つ
き
争
っ

た
事
件
で
あ
り
、
本
件
に
お
け
る
主
な
争
点
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
共
同
体
の
生
息
地
指
令
（H

abitats D
irective

（
（1
（

）
を
実
施
す
る
国
内

法
が
連
合
王
国
大
陸
棚
に
ま
で
及
ぶ
か
ど
う
か
で
あ
っ
た
。

　

結
論
的
に
高
等
法
院
は
原
告
の
申
請
を
認
容
し
、
そ
の
中
でM

aurice K
ay J

は
、
原
告
適
格
に
つ
い
て
は
、「
本
件
の
申
請
の
よ
う
な
訴

訟
を
提
起
す
る
そ
の
原
告
適
格
〔legal standing

〕
は
十
分
に
確
立
し
て
い
る

（
（1
（

」
と
簡
単
に
処
理
し
た
。

　

ｃ　

他
方
で
、
原
告
適
格
の
法
理
を
厳
格
に
解
し
た
判
例
も
あ
る
。R

 v Secretary of State for the E
nvironm

ent, ex p R
ose 

（法政研究 87－3－382）
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T
heatre T

rust Co

（
一
九
八
九
年

（
（1
（

）
は
、Rose T

heatre T
rust Co

が
、
環
境
大
臣
を
相
手
取
り
、
一
九
七
九
年
史
的
記
念
物
・
遺
跡
法

（A
ncient M

onum
ents and A

rchaeological A
reas A

ct 1979

）
に
基
づ
きRose T

heatre

の
遺
跡
を
保
存
建
造
物
に
登
録
し
な
い

決
定
の
司
法
審
査
を
申
請
し
た
事
件
で
あ
る
。

　

高
等
法
院
のSchiem

ann J

は
、
原
告
適
格
に
つ
き
、N

ational Federation

判
決
を
参
照
し
て
、「
制
定
法
が
課
し
た
義
務
の
不
履
行
の

主
張
を
審
査
し
て
い
る
場
合
、
当
該
制
定
法
を
み
て
、
当
該
義
務
を
遂
行
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
権
利
を
原
告
に
与
え
て
い
る
か
ど
う

か
を
調
べ
る
こ
と
が
有
益
で
あ
る
」
こ
と
、「
多
数
の
人
々
が
結
合
し
、
自
ら
は
利
益
を
有
す
る
と
主
張
す
る
と
い
う
事
実
は
、
個
々
人
が

利
益
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
き
に
、
利
益
を
創
り
出
す
も
の
で
は
な
い
」
こ
と
、「
利
益
を
有
し
な
い
者
が
法
人
を
設
立
し
、
定
款
に
お

い
て
特
定
の
目
的
を
追
求
す
る
権
限
を
当
該
会
社
に
付
与
す
る
と
い
う
事
実
は
、
当
該
会
社
に
利
益
を
付
与
す
る
も
の
で
は
な
い
」
こ
と
な

ど
を
指
摘
し
た
後
に

（
（2
（

、「
保
存
建
造
物
に
登
録
し
な
い
決
定
は
、
普
通
の
市
民
が
司
法
審
査
を
申
請
す
る
許
可
を
取
得
す
る
資
格
を
与
え
ら

れ
る
た
め
の
十
分
な
利
益
を
有
し
な
い
政
府
決
定
の
一
つ
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

（
（2
（

」
と
述
べ
た
。
そ
の
う
え
で
彼
は
、
原
告
適
格
に
関
す

る
彼
の
決
定
に
よ
り
、
大
臣
に
よ
る
違
法
な
行
為
が
非
難
さ
れ
ず
、
さ
ら
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
原
告

側
代
理
人
の
主
張
を
受
け
、「
こ
の
主
張
は
明
ら
か
に
正
当
で
あ
る
」
と
し
つ
つ
も
、「
そ
れ
に
対
す
る
答
え
と
は
、
法
は
、
行
政
活
動
の
適

法
性
が
法
廷
で
争
わ
れ
る
こ
と
に
関
心
を
有
す
る
す
べ
て
の
個
人
の
た
め
に
存
在
す
る
こ
と
を
、
裁
判
所
の
職
務
と
は
考
え
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
議
会
は
極
め
て
広
汎
な
裁
判
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
権
利
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
う
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
異
議
申

立
人
は
、『
申
請
が
関
係
す
る
事
項
に
つ
き
十
分
な
利
益
を
有
す
る
』
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
所
は
、
申
請
が
関
係
す

る
事
項
―
―
本
件
で
は
国
家
に
と
っ
て
重
要
な
記
念
物
を
保
存
建
造
物
に
登
録
し
な
い
こ
と
―
―
と
決
定
の
根
拠
と
な
っ
た
制
定
法
（
本
件

で
は
一
九
七
九
年
法
）
を
み
て
、
そ
の
制
定
法
が
、
そ
の
個
人
に
対
し
、
こ
の
国
の
他
の
市
民
に
比
し
て
、
そ
の
決
定
が
適
法
に
行
わ
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
よ
り
大
き
な
権
利
ま
た
は
期
待
を
明
示
的
ま
た
は
黙
示
的
に
付
与
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
。
我
々
は
す
べ
て
わ
が

決
定
権
者
が
適
法
に
行
為
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
我
々
は
す
べ
て
司
法
審
査
を
申
請
す
る
権
利
を
議
会
か
ら
付
与
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

（87－3－383）
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な
い
」
と
論
じ

（
（2
（

、
結
論
的
に
本
件
原
告
の
原
告
適
格
を
否
認
し
た
。

　

⑶　

上
記
の
よ
う
な
公
益
訴
訟
の
概
念
の
使
い
方
か
ら
は
、
既
に
公
益
と
個
人
的
利
益
が
必
ず
し
も
峻
別
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
窺
わ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
し
、
ま
た
、Pergau D

am

判
決
に
よ
れ
ば
、
行
政
訴
訟
の
目
的
と
は
、
適
法
性
保
障
を
含
む
「
法
の
支
配
」
の
擁
護
に

あ
り
、
そ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
原
告
適
格
の
役
割
と
は
、
当
該
事
案
（
訴
訟
を
追
行
す
る
原
告
が
誰
か
を
含
む
）
が
審
理
に
値
す
る
も

の
か
ど
う
か
の
目
処
を
付
け
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
推
測
が
成
り
立
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
他
方
で
、R

ose 

T
heatre

判
決
は
、
行
政
訴
訟
の
目
的
と
原
告
適
格
の
役
割
に
つ
い
て
、Pergau D

am

判
決
と
は
異
な
る
理
解
に
基
づ
い
て
い
る
よ
う
で

あ
り
、
は
た
し
て
連
合
王
国
に
お
い
て
公
益
の
概
念
や
行
政
訴
訟
の
目
的
は
一
般
に
ど
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
以
下
で

は
、A

nthony

の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

三　

公
益
訴
訟
の
基
礎
的
考
察

（
一
）
公
益
の
概
念

　

⑴　

ま
ず
、
連
合
王
国
に
お
け
る
公
益
の
概
念
に
つ
い
て
、A

nthony

が
そ
の
論
攷
「
公
益
と
司
法
審
査
の
三
つ
の
次
元
」（
二
〇
一
三

年
（
（2
（

）
に
お
い
て
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
。

　

A
nthony

は
、
公
益
の
概
念
に
つ
き
、「
行
う
べ
き
お
そ
ら
く
最
初
の
―
―
自
明
の
―
―
指
摘
は
、
そ
れ
が
精
確
な
定
義
を
欠
く
概
念
で

あ
り
、
そ
の
意
味
と
内
容
に
関
す
る
二
極
化
さ
れ
た
討
議
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
討
議
に
は
必
然
的
に
多
く
の

要
素
が
あ
っ
た
が
、
支
配
的
な
テ
ー
マ
は
、
公
益
を
支
え
る
よ
う
な
共
有
価
値
〔shared value

〕
を
持
っ
た
政
治
的
共
同
体
と
い
う
推
定

の
正
統
性
の
存
否
で
あ
っ
た
」（

（2
（

と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
に
よ
る
と
、
公
益
概
念
に
批
判
的
で
あ
っ
た
論
者
が
、
政
治
的
共
同
体
な
ど

（法政研究 87－3－384）
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の
概
念
の
人
為
性
に
注
目
し
、
公
益
概
念
が
自
律
的
な
個
人
に
と
っ
て
「
根
本
的
に
非
民
主
的
な
」
含
意
を
有
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
一
方

で
、
そ
う
し
た
多
数
決
主
義
（m

ajoritarianism

）
に
関
す
る
懸
念
は
、
共
同
体
主
義
の
（com

m
unitarian

）
論
理
を
採
用
し
て
、
個

人
の
利
益
を
よ
り
広
い
社
会
の
利
益
に
取
り
込
ん
だ
代
替
的
な
諸
モ
デ
ル
に
よ
り
対
抗
さ
れ
て
き
た
と
さ
れ
る

（
（2
（

。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
モ

デ
ル
化
（m

odelling

）
は
、「
相
容
れ
な
い
よ
う
に
み
え
る
諸
利
益
だ
け
で
は
な
く
、
種
々
の
横
断
的
な
個
人
的
・
部
門
的
諸
利
益
を
有
す

る
政
治
的
組
織
体
の
内
部
で
公
益
を
ど
の
よ
う
に
測
定
す
べ
き
か
」
に
関
す
る
明
白
な
諸
問
題
を
回
避
し
つ
つ
も
、
社
会
の
構
成
員
間
の
相

補
的
（com

plem
entary

）
利
益
の
存
在
を
強
調
し
て
き
た
た
め
、
明
白
な
諸
問
題
へ
の
答
え
は
、
個
人
的
利
益
を
よ
り
広
汎
な
集
合
的

（collective

）利
益
の
中
に
位
置
付
け
て
、
公
益
の
規
範
的
価
値
を
強
調
す
る「
優
位
性〔preponderance

〕」理
論
、「
一
元
的〔unitary

〕」

理
論
、「
共
通
〔com

m
on

〕
利
益
」
理
論
に
見
出
さ
れ
て
き
た
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る

（
（2
（

。

　

こ
れ
ら
の
理
論
に
つ
い
て
、A

nthony

は
、V

irginia H
eld

の
著
書

（
（2
（

の
参
照
を
指
示
す
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
論
は
、

概
略
、
以
下
の
も
の
と
さ
れ
る
（
傍
点
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
）。

「
優
位
性
」
理
論
―
―
こ
の
見
解
は
、
ａ
Ｘ
は
公
益
に
な
ら
な
い
（
な
る
）、
ｂ
Ｘ
は
個
人
I1
…
In-1
の
利
益
に
な
る
（
な
ら
な
い
）、
ｃ

Ｘ
は
個
人
In
の
利
益
に
な
ら
な
い
（
な
る
）（
個
人
I1
…
In
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
の
利
益
の
程
度
は
同
じ
で
あ
り
、
ｎ
は
２
よ
り
も

大
き
い
と
仮
定
す
る
）
の
う
ち
、
ａ
お
よ
び
ｂ
が
同
時
に
妥
当
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
ｂ
お
よ
び
ｃ
が
同
時
に
妥
当
す
る
こ
と
が
あ

る
と
考
え
る
。
こ
の
見
解
の
概
要
は
、
公
益
が
い
や
し
く
も
何
ら
か
の
意
味
を
有
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
個
人
的
利
益
の
優
位
で
あ
る

0

0

0

0

0

も
の

0

0

や
合
計

0

0

と
矛
盾
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
―
―
た
だ
し
、
こ
の
優
位
性
は
様
々
な
方
法
で
構
成
さ
れ
、
計
算
さ
れ
る
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
―
―
と
考
え
る
功
利
主
義
的
（utilitarian

）・
集
合
主
義
的
（aggregationist

）
諸
概
念
の
中
に
最
も
明
確
に
見

出
す
こ
と
が
で
き
る

（
（2
（

。

（87－3－385）
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「
共
通
利
益
」
理
論
―
―
こ
の
見
解
は
、
ａ
Ｘ
は
公
益
に
な
る
（
な
ら
な
い
）、
お
よ
び
、
ｂ
Ｘ
は
個
人
I1
…
In
の
利
益
に
な
る
（
な
ら

な
い
）
が
同
義
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
見
解
は
、
公
益
を
、
あ
る
政
治
的
組
織
体
の
全0

構
成
員
が
共
通
し
て

0

0

0

0

有
す
る
利
益
―
―
お

そ
ら
く
は
あ
る
統
治
制
度
な
い
し
個
人
的
利
益
の
違
い
を
調
整
す
る
特
定
の
決
定
方
法
に
つ
い
て
の
共
通
利
益
や
、
す
べ
て
の
個
人

な
い
し
集
団
に
利
益
を
与
え
る
何
ら
か
の
取
り
決
め
を
維
持
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
共
通
利
益
―
―
と
同
一
視
す
る
こ
と
の
中
に
見

出
す
こ
と
が
で
き
る

（
（2
（

。

「
一
元
的
」
理
論
―
―
こ
の
見
解
は
、
ａ
Ｘ
は
公
益
に
な
る
（
な
ら
な
い
）、
お
よ
び
、
ｂ
Ｘ
は
個
人
Ii
の
利
益
に
な
ら
な
い
（
な
る
）

が
同
時
に
妥
当
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。
こ
れ
は
、
社
会
と
政
治
に
関
す
る
様
々
な
理
想
主
義
的
（idealist

）
そ
の
他
の
諸

概
念
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
の
諸
概
念
に
よ
る
と
、
秩
序
の
あ
る
一
貫
し
た
単
一
の
価
値
体
系
を
仮
定
し
、
ま
た
は
、

そ
れ
に
訴
え
る
こ
と
が
正
当
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
体
系
に
従
っ
た
も
の
だ
け
が
正
当
と
認
め
ら
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

。（
（3
（

　

ま
たA

nthony

は
、
さ
ら
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、「
手
続
の
形
式
と
し
て
の
公
益
」
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る

（
（3
（

。
彼
は
、

Barry Bozem
an

の
著
書
の
一
節
を
引
用
し
つ
つ
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、「
公
益
に
つ
い
て
の
規
範
的
な
見
方
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
が
、
公
益
概
念
を
完
全
に
放
棄
す
る
用
意
の
な
い
者

（
（3
（

」
の
妥
協
的
な
立
場
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
評
し
た
う
え
で
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
と
っ
て
基
本
的
な
の
は
、
政
府
の
利
点
は
共
有
価
値
を
代
表
す
る
能
力
と
想
定
さ
れ
る
も
の
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
社
会
の
中
で
「
必

然
的
に
生
じ
る
多
数
の
競
合
す
る
諸
利
益
の
た
め
に
政
府
が
与
え
る
ア
ク
セ
ス
・
ポ
イ
ン
ト
の
多
様
性
」
に
あ
る
と
の
理
解
で
あ
る
と
い

う
（
（3
（

。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
と
、
統
治
と
は
、「
熟
慮
と
討
議
を
通
じ
て
諸
利
益
を
調
整
す
る
こ
と
に
関
わ
り
、
合
意
さ

れ
た
―
―
言
い
換
え
れ
ば
、
確
実
に
受
入
可
能
な
―
―
政
策
と
結
論
を
産
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
手
続
を
有
す
る
こ
と
に
関
わ
る
も
の
」
で

あ
り
、
こ
の
見
方
に
よ
る
と
、
公
益
と
は
、「
民
主
的
に
正
統
化
さ
れ
た
制
度
の
内
部
で
生
じ
る
熟
議
プ
ロ
セ
ス
か
ら
現
れ
る
も
の
」
で
あ

（法政研究 87－3－386）
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る
と
い
う
の
で
あ
る

（
（3
（

。

　

⑵　

そ
し
てA

nthony

は
、
そ
の
よ
う
な
諸
モ
デ
ル
の
長
所
・
短
所
が
何
で
あ
れ
、
連
合
王
国
公
法
の
様
々
な
よ
く
知
ら
れ
た
特
徴
に
浸

透
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
、
手
続
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
連
合
王
国
憲
法
の
代
表
民
主
制
の
重
視
に
当
て
は
ま
る
と
述
べ
る

（
（3
（

。
彼
は
、

連
合
王
国
憲
法
に
お
け
る
国
家
概
念
の
欠
如
に
注
目
し
て
、
次
の
よ
う
に
敷
衍
す
る

（
（3
（

。

　

�　

他
の
（
成
文
）
憲
法
は
「
人
民
〔people

〕」
と
「
国
家
〔state

〕」
と
の
関
係
―
―
後
者
が
「『
公
益
』
の
形
式
的
表
現
お
よ
び
可

視
的
象
徴
」
で
あ
る
―
―
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
連
合
王
国
憲
法
は
歴
史
的
に
そ
の
よ
う
な
理
論
化
を
欠
き
、
そ
の
代
わ
り

に
、
国
王
〔Crow

n

〕
の
地
位
お
よ
び
国
王
と
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
議
会
と
の
関
係
に
集
中
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
国
王
自
身

が
代
表
で
き
る
利
益
の
性
質
に
関
す
る
議
論
に
つ
な
が
っ
た
が
、
よ
り
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
議
会
が
憲

法
内
部
に
お
い
て
独
自
の
卓
越
し
た
地
位
に
昇
格
す
る
結
果
を
も
も
た
ら
し
た
。
さ
ら
に
、
議
会
主
権
の
原
則
は
も
は
や
全
面
的
な
司
法

の
支
持
を
享
受
し
て
い
な
い
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
―
―
権
限
委
譲
〔devolution

〕、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
思
い
つ
く

―
―
が
、
そ
の
原
則
は
依
然
と
し
て
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
議
会
が
法
的
に
主
権
者
で
あ
る
の
は
、
そ
の
権
威
が
有
権
者
の
正
統
化
力

〔legitim
ating force

〕
に
由
来
す
る
か
ら
で
あ
る
と
の
理
念
に
源
泉
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
議
会
は
、

社
会
内
部
の
競
合
す
る
諸
利
益
を
寄
せ
集
め
、
立
法
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
そ
れ
ら
の
諸
利
益
を
調
整
し
、
裁
判
所
が
至
高
と
考
え
る
法
律

に
お
い
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
結
論
を
統
合
す
る
熟
議
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

⑶　

次
い
でA

nthony

は
、「
共
同
体
」
の
理
念
へ
の
訴
え
が
行
政
法
の
多
く
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
あ
る
程
度
、
こ
の
こ
と
は
、

行
政
法
が
果
た
す
と
時
々
主
張
さ
れ
る
役
割
を
前
提
と
す
る
と
、
不
可
避
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
指
摘
す
る

（
（3
（

。
彼
は
、
前
世
紀
中
に
発

展
し
た
行
政
法
体
系
は
、
公
共
財
の
給
付
を
通
じ
た
社
会
改
革
（reinvention of society
）
に
集
中
し
て
い
る
と
主
張
さ
れ
た
こ
と
が
あ

（87－3－387）
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り
、
こ
れ
は
、Carol H

arlow

とRichard Raw
lings

に
よ
る
行
政
法
の
「
青
信
号
〔green-light

〕」
理
論
の
領
域
で
あ
り
、
そ
の
極
地

で
は
、
公
の
当
局
は
「
思
い
や
り
の
あ
る
利
他
主
義
〔considerate altruism

〕」
に
基
づ
き
権
力
を
行
使
す
る
と
い
う
理
解
と
一
致
す
る

と
い
う

（
（3
（

。
青
信
号
理
論
と
は
、
行
政
法
の
中
に
政
治
的
進
展
の
媒
質
を
認
め
、「
行
政
国
家
」
を
歓
迎
す
る
も
の
で
あ
る
が

（
（3
（

、
公
益
概
念
に

つ
い
て
彼
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
（
傍
点
は
筆
者

（
（4
（

）。

　

�　

そ
の
よ
う
な
利
他
主
義
は
、
公
的
組
織
体
に
対
し
、
自
己
の
決
定
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
個
々
人
の
利
益
を
考
慮
す
る
よ
う
要
求
す
る

が
、
さ
ら
に
、
ま
た
同
じ
く
ら
い
重
要
な
こ
と
に
、「
公
的
組
織
体
は
独
自
の
権
利
ま
た
は
利
益
を
有
さ
ず
、
全
体
〔general good

〕

の
た
め
に
…
…
権
限
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
支
配
的
な
心
象
は
、
公
的
組
織
体
が
社
会
全

体
の
た
め
に
、
そ
し
て
、「
適
法
か
つ
関
連
す
る
公
益
上
の
根
拠
」
の
み
を
追
求
し
て
行
為
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
司
法

審
査
の
厳
格
な
手
続
要
件
が
正
当
化
さ
れ
る
と
主
張
さ
れ
て
き
た
の
は
、
こ
の
理
由
に
よ
る
。
と
い
う
の
も
、
厳
格
な
手
続
要
件

0

0

0

0

0

0

0

は
、
行0

政
の
安
定
性
の
向
上
を
も
た
ら
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
か
く
て
社
会
全
体
に
利
益
を
与
え
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
同
様
に
、「
公
の
政
策
」

の
根
拠
に
基
づ
き
、
公
の
当
局
の
過
失
責
任
〔negligence liability

〕
に
関
す
る
制
限
的
か
つ
著
し
く
永
続
的
な
判
例
法
の
系
統
を
正

当
化
す
る
と
き
に
、「
共
同
体
の
利
益
」
に
言
及
し
て
き
た
。

　

⑷　

他
方
で
、A

nthony

は
、
行
政
法
の
「
赤
信
号
〔red-light
〕」
な
い
し
「
統
制
〔control

〕」
理
論
も
公
益
に
言
及
し
て
い
る
が
、

こ
こ
で
の
言
葉
の
用
途
は
変
化
し
う
る
と
指
摘
し
、
引
き
続
き
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（
傍
点
は
筆
者

（
（4
（

）。
ち
な
み
に
、
赤
信
号
理
論
と
は
、

行
政
法
の
主
た
る
役
割
は
国
家
権
力
の
行
き
過
ぎ
を
統
制
し
、
よ
り
精
確
に
は
国
家
権
力
を
通
常
裁
判
所
の
支
配
に
服
せ
し
め
る
こ
と
で
あ

る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る

（
（4
（

。
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�　

そ
の
よ
う
な
理
論
は
、
そ
の
中
核
に
お
い
て
、
主
権
者
た
る
立
法
府
が
権
限
を
公
の
当
局
に
付
与
し
た
の
で
あ
り
、
行
政
法
の
第
一
次

的
な
役
割
は
、
そ
の
よ
う
な
権
限
の
行
使
が
議
会
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
限
界
を
遵
守
す
る
よ
う
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
と
仮
定
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
元
々
は
、
統
制
が
ア
ル
ト
ラ
・
ヴ
ァ
イ
リ
ー
ズ
〔ultra vires

〕
理
論
と
同
義
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の

で
あ
っ
た
が
、
裁
判
所
は
、
つ
と
に
、
公
法
上
の
保
護

0

0

0

0

0

0

を
、「
一
個
人
や
団
体
だ
け
で
は
な
く
公
衆
一
般
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
意
味

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
公
益
の
問

0

0

0

0

0

題
（
（4
（

」
を
伴
う
紛
争

0

0

0

0

0

に
お
い
て
、
非
制
定
法
的
領
域
に
ま
で
拡
大
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
こ
れ
は
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の

拡
大
に
関
し
て
述
べ
ら
れ
た
多
く
の
こ
と
の
一
側
面
で
あ
り
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
拡
大
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
基
本
的
権
利
の
承
認
と

保
護
の
向
上
も
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
保
護
は
、
当
初
は
、
行
政
決
定
の
「
慎
重
な
精
査
」
の
形
式
を
と
っ
た
が
、
今
や
、
一
九
九

八
年
人
権
法
の
も
と
で
現
れ
た
補
足
的
な
諸
原
理
に
よ
り
概
ね
支
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
顕
著
な
の
は
、
個
人
的
権
利
を
承
認

0

0

0

0

0

0

0

0

す
る
こ
と
に
は

0

0

0

0

0

0

「
公
益

0

0

」
が
存
す
る

0

0

0

0

―
―
と
い
う
の
も
、
こ
の
こ
と
は
統
治
権
力
の
濫
用
に
対
す
る
歯
止
め

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

〔brake

〕
と
し
て
作
用
し

0

0

0

0

0

0

う
る
規
範
的
基
礎
を
法
に
与
え
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
ら
で
あ
る
―
―
と
い
う
理
念
で
あ
る

（
（4
（

。

　

⑸　

こ
の
よ
う
に
個
人
的
権
利
の
承
認
が
公
益
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
逆
に
公
益
概
念
が
個
人
的
権
利
を
制
約
す
る
理
由
に
な
る
こ
と

は
、
引
き
続
きA

nthony

が
以
下
で
述
べ
る
と
お
り
で
あ
る
（
傍
点
は
筆
者

（
（4
（

）。

　

�　

し
か
し
、
同
様
に
顕
著
な
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
意
味
で
の
公
益
上
の
正
統
な
根
拠

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
例
え
ば
、
安
全
保
障
、
公
の
秩
序
、

保
健
ま
た
は
道
徳
な
ど
）
を
追
求
す
る
場
合
に
、
比
例
的
な
制
約
を
制
限
付
き
権
利

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

〔qualified rights

〕
に
課
す
こ
と
が
で
き
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と

を
容
認
す
る
系
統
の
理
由
付
け
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
理
由
付
け
…
…
も
ま
た
、「
個
々
人
の
基
本
的
権
利
が
至
高
の
も
の
で
あ
る
が

…
…
無
制
限
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
我
々
は
、
同
様
に
権
利
を
有
す
る
個
々
人
の
共
同
体
で
生
活
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
記
す

こ
と
に
よ
り
、
共
同
体
の
心
象
に
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
権
利
に
有
利
な
推
定
を
伴
う
け
れ
ど
も
、「
共
同
体
へ
の
す

（87－3－389）
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べ
て
の
者
の
義
務
や
他
者
の
権
利
の
尊
重
を
保
障
し
保
護
す
る
［
必
要
性
］」
を
承
認
す
る
権
利
の
言
説
に
お
い
て
は
、
公
益
の
二
元
的

0

0

0

0

0

0

な
使
用

0

0

0

が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
公
益
と
個
人
的
権
利
が
対
抗
す
る
場
面
に
お
い
て
も
諸
利
益
の
相
補
性
をA

nthony

は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
（
傍
点
は
筆

者
（
（4
（

）。

　

�　

し
か
し
、
個
人
の
権
利
を
共
同
体
の
権
利
と
衡
量
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
例
え
ば
、
そ
の
衡
量
が
あ
ま
り
に
も
頻
繁
に
共
同
体
に
有

利
に
、
よ
り
明
白
に
は
立
法
府
や
行
政
府
の
選
択
に
有
利
に
さ
れ
る
場
合
に
は
、
多
数
決
主
義
と
い
う
批
判
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
こ
で
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
個
人
の
権
利
が
第
三
者
の
利
益
と
重
な
り
合
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
第
三
者
の
利
益
は
次

0

0

0

0

0

0

0

0

に
よ
り
広
汎
な
公
益
の
一
部
を
構
成
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
が
あ
る
と
記
す
こ
と
に
よ
り
、
個
人
を
保
護
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
よ
う
な
諸
利
益
の
相

0

0

0

0

0

補
性

0

0

は
、
司
法
の
推
論
に
お
け
る
高
度
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
〔high degree of nuance

〕
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
具
体
的
な
紛
争
で
は
、
個
人
の
権
利
と
よ
り
広
汎
な
利
益
と
の
間
の
選
択
に
譲
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
選
択
に
直
面
す

る
と
、
裁
判
所
は
紛
争
の
文
脈
を
「
す
べ
て
」
と
考
え
、
な
さ
れ
る
べ
き
衡
量
は
関
係
す
る
権
利
と
権
利
に
影
響
を
及
ぼ
す
決
定
や
行
為

の
種
類
に
依
存
す
る
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

A
nthony

が
諸
利
益
の
相
補
性
に
言
及
す
る
と
き
に
参
照
し
て
い
る
の
が
、R

 v Im
m

igration A
ppeal T

ribunal, ex p Bakhtaur 

Singh

（
一
九
八
六
年

（
（4
（

）
で
あ
る
。
本
件
は
、
イ
ン
ド
人
で
あ
る
Ｓ
氏
が
受
け
た
国
外
退
去
命
令
を
争
っ
た
事
件
で
あ
り
、
当
時
の
入
国
管

理
規
則
（im

m
igration rule

）
が
、「
退
去
強
制
が
実
体
的
当
否
に
照
ら
し
て
正
当
な
経
過
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
と
き
に
は
、
公

益
が
当
該
事
案
の
同
情
す
べ
き
〔com

passionate

〕
事
情
と
衡
量
さ
れ
る
」
と
定
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
衡
量
に
お
け
る
第
三
者
利
益

（法政研究 87－3－390）
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の
考
慮
（
Ｓ
氏
に
と
っ
て
有
利
な
方
向
へ
の
考
慮
）
に
つ
い
て
、Lord Bridge of H

arw
ich

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た

（
（4
（

。

　

�　

当
院
の
も
と
で
の
弁
論
に
お
い
て
、
あ
る
特
定
個
人
を
退
去
強
制
さ
せ
る
こ
と
が
彼
の
家
族
や
彼
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
以
外
の

第
三
者
に
及
ぼ
す
影
響
が
、
彼
を
退
去
強
制
さ
せ
る
べ
き
か
ど
う
か
の
裁
量
決
定
に
関
連
す
る
一
要
素
に
十
分
な
り
う
る
こ
と
は
争
わ
れ

な
か
っ
た
。
い
く
つ
か
の
例
に
よ
り
こ
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
一
、
退
去
強
制
に
服
す
べ
き
者
は
共
同
で
事
業
を
行
っ
て
き
た
。
彼

の
退
去
強
制
は
共
同
事
業
を
破
綻
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
二
、
退
去
強
制
に
服
す
べ
き
者
は
成
功
し
た
輸
出
事
業
を
行
っ
て
い
る
会
社
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
か
け
が
え
の
な
い
労
働
者
で
あ
る
。
彼
の
退
去
強
制
は
事
業
を
著
し
く
損
な
う
で
あ
ろ
う
。
三
、
退
去
強
制
に
服

す
べ
き
者
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
あ
る
特
定
の
地
域
共
同
体
は
彼
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
彼
の
退
去
強
制
は
、

当
該
地
域
共
同
体
か
ら
、
代
わ
り
を
見
つ
け
る
こ
と
が
困
難
な
彼
の
サ
ー
ビ
ス
を
奪
う
で
あ
ろ
う
。
四
、
退
去
強
制
に
服
す
べ
き
者
は
公

的
に
重
要
な
科
学
的
調
査
に
従
事
す
る
チ
ー
ム
の
不
可
欠
な
一
員
で
あ
る
。
彼
の
退
去
強
制
は
、
そ
の
調
査
が
成
功
す
れ
ば
公
衆
が
享
受

す
る
で
あ
ろ
う
利
益
を
危
険
に
さ
ら
す
で
あ
ろ
う
。

　

�　

私
は
、
退
去
強
制
を
回
避
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
第
三
者
の
利
益
の
領
域
が
徐
々
に
拡
大
し
、
究
極
的
に
は
公
衆
全
体
に
ま
で
及
ぶ
可

能
性
を
証
明
す
る
よ
う
に
こ
れ
ら
の
例
を
選
ん
で
み
た
の
で
あ
る
。

　

⑹　

か
く
し
て
、
連
合
王
国
に
お
い
て
は
、
公
益
概
念
に
関
し
て
複
数
の
理
解
が
あ
り
、
ま
た
、
公
益
は
、
行
政
訴
訟
を
制
限
す
る
根
拠

に
も
拡
大
す
る
根
拠
に
も
な
る
。
さ
ら
に
、
行
政
訴
訟
の
審
理
に
お
け
る
公
益
と
個
人
的
権
利
・
利
益
と
の
関
係
の
仕
方
も
様
々
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
わ
が
国
の
判
例
の
立
場
と
は
異
な
り
、
公
益
と
個
人
的
利
益
が
明
確
に
区
別
さ
れ
る
と
の
考
え
は
極
め
て
希
薄
で
あ
る
と

評
価
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（87－3－391）
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（
二
）
行
政
訴
訟
の
目
的
と
原
告
適
格
の
役
割

　

⑴　

次
い
で
、A

nthony

の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
司
法
審
査
」
の
項
目
の
成
果
に
依
拠
し
て
、
連
合
王
国
の
行
政

訴
訟
の
目
的
と
原
告
適
格
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

既
述
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
行
政
訴
訟
で
は
、
原
告
適
格
の
法
理
が
極
め
て
緩
や
か
で
あ
り
、
一
般
に
公
益
訴
訟
の
提
起
が
容
認
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
つ
き
、A

nthony

は
、「
裁
判
所
が
そ
の
よ
う
な
事
件
を
審
理
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
時
々
論
争
に
な
っ
て
き
た
―
―
公
益

団
体
は
比
較
的
安
価
に
知
名
度
を
獲
得
す
る
た
め
裁
判
所
手
続
を
利
用
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
主
張
さ
れ
て
き
た
―
―
が
、
裁
判
所

は
、
法
の
支
配
を
擁
護
す
る
責
務
〔im

perative

〕
を
強
調
し
続
け
て
き
た

（
（4
（

」
と
指
摘
し
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
判
例
で
あ
るR

e D
’s 

A
pplication for Judicial R

eview
（
二
〇
〇
三
年

（
（5
（

）
を
紹
介
す
る
。
本
件
は
、
一
九
九
三
年
道
路
（
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）
規
則
（Roads 

(N
orthern Ireland) O

rder 1993

）
に
違
反
し
て
訴
外
ホ
テ
ル
が
地
域
開
発
省
（D

epartm
ent of Reginal D

evelopm
ent

）
の
同
意

な
し
に
ア
ー
チ
を
建
設
し
た
こ
と
に
対
し
同
省
ら
が
阻
止
す
る
た
め
の
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
、
車
椅
子
利
用
者
で
あ
る
Ｄ
氏

が
司
法
審
査
を
申
請
し
た
事
件
で
あ
り
、Coghlin J
は
、
同
意
な
し
の
ア
ー
チ
建
設
に
つ
い
て
訴
外
ホ
テ
ル
を
訴
追
し
な
い
同
省
の
決
定

が
違
法
で
あ
る
と
の
宣
言
的
判
決
を
付
与
し
た
た
め
、
同
省
が
控
訴
院
（Court of A

ppeal

）
に
上
訴
し
た
。

　

結
論
的
に
控
訴
院
は
上
訴
を
認
容
し
た
が
、
そ
の
中
でCarsw

ell LCJ

は
、「
近
年
裁
判
所
が
原
告
適
格
の
問
題
に
つ
い
て
よ
り
寛
大
な

姿
勢
を
と
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
議
論
の
余
地
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
当
裁
判
所
は
、
試
論
的
に
、
以
下
の
命
題
が
現
在
で
は
一
般
的

に
妥
当
で
あ
ろ
う
と
提
案
し
た
い
」
と
述
べ
、
次
の
四
つ
の
命
題
を
挙
げ
た
（
傍
点
は
筆
者

（
（5
（

）。

　

�　

ａ
原
告
適
格
は
相
対
的
な
概
念
で
あ
り
、
事
案
の
公
益
に
関
す
る
内
容
の
強
さ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
応
じ
て
展
開
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ｂ
し
た

が
っ
て
、
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
た
問
題
に
関
わ
る
公
的
重
要
性
の
量

0

0

0

0

0

0

0

が
大
き
い
ほ
ど
、
原
告
が
必
要
な
原
告
適
格
を
有
す
る
と
容
易
に
判

（法政研究 87－3－392）
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断
で
き
る
。
ｃ
最
近
の
判
例
は
、
裁
判
所
の
焦
点
が
、
原
告
の
個
人
的
権
利
ま
た
は
利
益
の
関
係
性
よ
り
も
公
の
当
局
の
懈
怠

0

0

0

0

0

0

0

ま
た
は
濫0

用0

に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ｄ
ほ
か
に
責
任
あ
る
異
議
申
立
人
が
い
な
い
こ
と
は
、
公
的
な
利
害
や
懸
念
が
あ
る
事
項
が
審
査
さ
れ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

な
い
ま
ま
に
さ
れ
な
い
よ
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
し
ば
し
ば
重
要
な
要
素
に
な
る
。

　

こ
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
先
に
推
測
し
た
と
お
り
、
連
合
王
国
の
行
政
訴
訟
の
目
的
と
は
、
わ
が
国
の
判
例
の
見
解
と
は
異
な
り
、
個
人
的

権
利
ま
た
は
利
益
の
保
護
よ
り
も
、
公
益
性
を
伴
う
行
政
活
動
の
統
制
に
あ
り
、
原
告
適
格
の
役
割
と
は
、
原
告
が
誰
か
を
含
め
、
当
該
事

案
が
審
理
に
相
応
し
い
も
の
か
ど
う
か
の
目
処
を
付
け
る
こ
と
に
あ
る
と
の
考
え
が
よ
り
明
確
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

⑵　

ま
た
、
既
述
の
よ
う
に
、
連
合
王
国
裁
判
所
が
公
法
上
の
保
護
を
非
制
定
法
的
領
域
に
ま
で
拡
大
し
た
こ
と
に
つ
き
、A

nthony

は
、

「
非
制
定
法
的
決
定
が
裁
判
所
で
明
ら
か
に
争
え
な
い
領
域
が
あ
っ
た
」
が
、「
そ
の
結
果
を
回
避
す
る
た
め
、
裁
判
所
は
そ
の
よ
う
な
決
定

を
公
法
形
式
の
も
の
と
捉
え
直
し
、
そ
う
す
る
と
き
に
『
公
益
』
に
依
拠
し
て
き
た
」
と
指
摘
し
、「
こ
の
系
統
の
判
例
法
が
最
も
発
展
し

た
法
域
が
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
三
つ
の
判
例
を
紹
介
し
て
い
る

（
（5
（

。
こ
れ
ら
の
判
例
か
ら
も
、
先
に
指
摘
し
た
連
合
王
国

の
行
政
訴
訟
の
目
的
に
関
連
し
て
《
公
益
性
→
公
法
上
の
保
護
→
司
法
審
査
の
対
象
》
と
い
う
図
式
を
鮮
明
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。

　

ａ　

第
一
に
、R

e M
cBride’s A

pplication for Judicial R
eview

（
一
九
九
九
年

（
（5
（

）
は
、
殺
人
で
有
罪
と
決
定
さ
れ
、
終
身
刑
を
言

い
渡
さ
れ
た
二
人
の
軍
人
に
つ
い
て
、
一
九
七
五
年
陸
軍
に
関
す
る
女
王
規
則
（Q

ueen’s Regulations for the A
rm

y 1975

）
に
基
づ

き
、
彼
ら
が
所
属
し
て
い
た
大
隊
の
副
官
が
除
隊
を
申
請
し
た
と
こ
ろ
、
陸
軍
委
員
会
（A

rm
y Board

）
が
申
請
を
拒
否
し
、
彼
ら
が
軍

役
を
続
け
る
こ
と
を
認
め
る
よ
う
命
じ
た
た
め
、
被
害
者
の
母
親
が
司
法
審
査
を
申
請
し
た
事
件
で
あ
る
。

　

結
論
的
にK

err J

は
申
請
を
認
容
し
、
そ
の
中
で
「
当
該
決
定
は
審
査
可
能
か
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、「
現
在
で
は
、
あ
る
決
定
が

司
法
審
査
に
服
す
る
か
ど
う
か
の
問
題
は
、
関
係
す
る
争
点
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
が
公
法
上
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
こ
と

（87－3－393）



論　説

932

に
よ
り
最
も
う
ま
く
答
え
ら
れ
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
て
い
る
（
…
…
）。
し
か
し
あ
る
争
点
を
公
法
上
の
も
の
と
し
て
区
別
す
る
特
徴
と
は

何
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
あ
る
争
点
が
司
法
審
査
を
受
け
る
た
め
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
公
法
上
の
争
点
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
、

公
法
上
の
次
元
も
あ
れ
ば
、
私
法
の
側
面
を
帯
び
て
も
よ
い
の
か
」
と
具
体
化
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
（
傍
点
は
筆
者

（
（5
（

）。

　

�　

思
う
に
、
あ
る
争
点
が
、
公
衆
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で
あ
っ
て
、0

あ
る
個
人
や
団
体
に
だ
け
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
な
い
と
い
う

意
味
で
公
益
上
の
問
題

0

0

0

0

0

0

を
伴
う
場
合
に
、0

公
法
上
の
争
点
と
な
る
。
そ
れ
は
、
あ
る
争
点
が
、
公
衆
の
心
の
中
に
関
心
や
懸
念
を
生
じ
さ

せ
る
だ
け
で
、
公
法
上
の
争
点
と
な
る
と
主
張
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
公
法
上
の
争
点
と
し
て
の
資
格
を
有
す
る
た
め
に
は
、

公
衆
の
関
心
を
引
き
付
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
公
衆
に
影
響
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

あ
る
争
点
は
、
あ
る
個
人
に
そ
の
個
人
の
資

格
で
特
別
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
な
が
ら
、
公
法
上
の
争
点
に
な
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
も
同
様
に
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ｂ　

第
二
に
、R

e K
irkpatrick’s A

pplication for Judicial R
eview

（
二
〇
〇
三
年

（
（5
（

）
は
、
私
的
な
水
上
監
視
官
（private w

ater 

bailiff

）
で
あ
る
Ｋ
氏
が
ネ
イ
湖
に
お
け
る
茶
色
ウ
ナ
ギ
の
漁
獲
免
許
を
ネ
イ
湖
漁
協
（Lough N

eagh Fisherm
en’s Co-operative 

Society Ltd

）
に
求
め
た
と
こ
ろ
、
免
許
を
拒
否
さ
れ
た
た
め
、
司
法
審
査
を
申
請
し
た
事
件
で
あ
る
。

　

結
論
的
にK

err J

は
原
告
の
申
請
を
斥
け
た
が
、 

そ
の
中
で
「
原
告
と
被
告
の
間
の
紛
争
は
公
法
上
の
も
の
か
」
と
い
う
争
点
に
つ
い
て

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
（
傍
点
は
筆
者

（
（5
（

）。

　

�　

ネ
イ
湖
は
、
連
合
王
国
で
最
大
の
内
陸
部
の
水
路
で
あ
る
。
そ
の
天
然
資
源
の
保
存
は
、0

思
う
に
、
大
き
な
公
益
上
の
問
題

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。

公
衆
は
、
こ
の
豊
富
か
つ
重
要
な
天
然
資
産
に
お
い
て
、
漁
業
資
源
が
ど
の
よ
う
に
維
持
さ
れ
、
漁
業
活
動
が
ど
の
よ
う
に
規
制
さ
れ
る

か
に
関
し
て
正
当
な
関
心
を
有
す
る
。
組
合
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
免
許
制
度
は
、
水
上
監
視
官
に
よ
る
漁
業
活
動
の
監
視
と
規
制
に
よ

（法政研究 87－3－394）
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り
補
足
さ
れ
る
。
漁
業
権
が
組
合
に
よ
り
私
的
に
所
有
さ
れ
る
と
い
う
歴
史
的
な
偶
然
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
重
要
な
天
然
資
源
は
、0

政
府
と
究
極
的
に
は
公
衆
に
対
し
て
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
負
う
公
的
機
関
に
よ
り
統
制
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
ろ
う
。
し

た
が
っ
て
、
ネ
イ
湖
に
お
け
る
ウ
ナ
ギ
漁
の
免
許
制
度
は
公
法
上
の
問
題
で
あ
る
と
認
め
る
。

　

ｃ　

第
三
に
、City H

otel (D
erry) Ltd, R

e an A
pplication for Judicial R

eview

（
二
〇
〇
四
年

（
（5
（

）
は
、
ロ
ン
ド
ン
デ
リ
ー
市
の

フ
ォ
イ
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
（Foyle Street

）
に
お
い
て
社
会
開
発
省
（D

epartm
ent of Social D

evelopm
ent

）
が
所
有
す
る
土
地
に

つ
い
て
、
Ｃ
社
が
同
省
と
開
発
協
定
（developm

ent agreem
ent

）
を
締
結
し
た
が
、
開
発
が
完
了
し
な
い
う
ち
に
、
別
の
形
式
の
開

発
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
拒
否
さ
れ
た
た
め
、
司
法
審
査
を
申
請
し
た
事
件
で
あ
る
。

　

結
論
的
にW

eatherup J

は
、
原
告
の
申
請
を
斥
け
た
が
、
そ
の
中
で
同
省
が
「
原
告
と
省
と
の
間
の
紛
争
は
、
原
告
と
省
と
の
間
の
契

約
上
の
取
り
決
め
に
関
す
る
私
法
上
の
問
題
で
あ
り
、
司
法
審
査
を
生
じ
さ
せ
る
公
法
上
の
問
題
で
は
な
い
」
と
主
張
し
た
こ
と
に
つ
き
、

M
cBride

判
決
に
お
け
るK

err J

の
意
見
を
参
照
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
（
傍
点
は
筆
者

（
（5
（

）。

　

�　

争
わ
れ
て
い
る
決
定
は
、
原
告
と
省
と
の
契
約
関
係
に
直
接
関
連
し
て
行
わ
れ
た
決
定
で
は
な
く
、
む
し
ろ
土
地
の
開
発
と
処
分
に
つ

い
て
の
現
在
の
取
り
決
め
に
対
す
る
代
わ
り
の
提
案
に
関
連
し
て
行
わ
れ
た
決
定
で
あ
る
。
争
点
は
、0

公
有
地
が
開
発
さ
れ
処
分
さ
れ
る

条
件
…
…
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
争
点
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
が
公
衆
に
影
響
し

0

0

0

0

0

0

ま
た
は
影
響
を
及
ぼ
す

0

0

0

0

0

0

か
ど
う
か
を
検
討
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
フ
ォ
イ
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
場
所
は
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
第
二
の
都
市
の
歴
史
的
街
区
に
近
い
、
最
も
重
要
な

中
心
街
の
開
発
地
で
あ
る
。
そ
の
場
所
は
、0

公
の
所
有
に
属
し
て
お
り
、0

公
衆
は
、
そ
の
場
所
の
開
発
と
処
分
が
省
に
よ
り
公
益
の
た
め

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
権
利

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
有
す
る
。
こ
の
場
所
の
現
状
で
の
開
発
と
処
分
は
、
制
定
法
的
規
制
と
確
立
し
た
手
続
に
服
す
る
。

省
が
、
他
の
利
害
関
係
を
有
す
る
開
発
者
に
よ
る
司
法
審
査
手
続
の
お
そ
れ
に
関
し
て
自
身
の
懸
念
を
表
明
し
た
こ
と
に
も
留
意
す
べ
き
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で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、
こ
れ
が
公
法
上
の
問
題
で
あ
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
関
連
す
る
争
点
に
は
他
者
か
ら
公

法
的
な
性
格
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
現
存
す
る
契
約
上
の
取
り
決
め
以
外
で
の
こ
れ
ら
の
公
共
の
土
地
の
開
発

と
処
分
の
検
討
は
、
公
法
上
の
問
題
で
あ
る
。

　

な
お
、A

nthony
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
い
て
、K

irkpatrick

判
決
とCity H

otel

判
決
に
お
い
て
「
公
益
」
を
具
体
的
な
考
慮
事
項

と
結
び
付
け
た
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
所
は
、「
公
益
」
に
内
容
を
与
え
る
の
に
役
立
っ
て
き
た
と
も
評
価
し
て
い
る
。

四　

公
益
訴
訟
に
対
す
る
批
判

　

以
上
、A

nthony

の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
に
依
拠
し
て
、
連
合
王
国
の
公
益
訴
訟
の
理
論
的
基
礎
を
考
察
し
て
き
た
が
、
し
か
し
、

公
益
訴
訟
に
対
し
て
は
批
判
も
あ
り
、「
代
表
訴
訟
は
有
益
か
つ
民
主
的
に
正
統
か

（
（5
（

」
と
い
う
疑
問
は
彼
自
身
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
本
稿
の
最
後
に
、
公
益
訴
訟
に
批
判
的
な
代
表
的
論
者
と
い
っ
て
よ
いCarol H

arlow

（
Ｌ
Ｓ
Ｅ
名
誉
教
授
）
の
論
攷
「
公

法
と
民
衆
的
正
義
」（
二
〇
〇
二
年

（
（6
（

）
を
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

H
arlow

は
、
現
代
の
公
益
訴
訟
を
形
成
す
る
点
で
最
も
重
要
な
要
素
が
、
お
そ
ら
く
「
裁
判
へ
の
ア
ク
セ
ス
〔access-to-justice

〕」

運
動
で
あ
る
こ
と

（
（6
（

な
ど
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
一
般
に
、
次
の
三
つ
の
さ
ら
な
る
正
当
化
事
由
が
公
益
訴
訟
の
た
め
に
提
示
さ
れ
る
と
い

う
（
（6
（

。
第
一
の
、
実
務
家
に
よ
り
最
も
一
般
的
に
提
示
さ
れ
る
も
の
が
、
代
表
訴
訟
は
「
効
率
的
」
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
意
味
す
る

の
は
、「
訴
訟
が
よ
り
よ
く
代
理
さ
れ
、
裁
定
し
や
す
く
な
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
も
の
は
、
公
益
訴
訟
を
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
一
側
面
と
し
て
、
人
権
運
動
と
と
も
に
国
際
裁
判
所
と
国
際
組
織
の
実
務
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
」
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
の
、

よ
り
理
論
的
な
説
明
は
、
代
表
訴
訟
を
「
多
元
的
民
主
制
理
論
」
を
参
照
し
て
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（法政研究 87－3－396）
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こ
れ
ら
の
う
ち
の
「
効
率
性
」
に
つ
い
て
、H

arlow

は
、「〔
団
体
の
原
告
適
格
と
訴
訟
参
加
の
〕
両
方
は
、
個
人
が
ア
ク
セ
ス
す
る
こ

と
も
裁
判
官
が
解
釈
す
る
こ
と
も
困
難
な
、
科
学
的
・
技
術
的
証
拠
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
問
題
を
処
理
す
る
た
め
の
助
力
と
し
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
科
学
・
技
術
を
基
礎
と
し
た
世
界
、
そ
し
て
、
公
私
、
国
内
外
が
益
々
重
な
り
合
う
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
消
費
経
済

の
複
雑
さ
の
増
大
は
、
多
極
的
〔polycentric

〕
か
つ
複
雑
な
決
定
の
ク
モ
の
網
〔spider’s w

eb

〕
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
徐
々
に
こ
れ

ら
は
司
法
の
紛
争
解
決
過
程
に
姿
を
現
し
て
い
る
。
裁
判
所
は
自
己
の
手
続
を
調
整
し
て
現
代
化
す
る
必
要
が
あ
る
」と
敷
衍
す
る
一
方
で
、

「
し
か
し
、
我
々
は
こ
の
安
易
な
想
定
に
関
し
て
極
め
て
慎
重
に
な
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
想
定
は
、
裁
判
所
を
、
そ
の
手
続
が
本
質
的
に

不
向
き
な
政
策
決
定
の
領
域
に
押
し
出
す
か
も
し
れ
な
い
」
と
指
摘
す
る

（
（6
（

。
こ
こ
で
彼
女
は
、Lon Fuller

の
所
説

（
（6
（

な
ど
を
参
照
し
て
、

「Fuller

の
多
極
性
と
い
う
観
念
に
反
映
さ
れ
た
政
策
と
原
理
の
区
別
は
、
司
法
過
程
に
と
っ
て
必
要
な
保
護
で
あ
る

（
（6
（

」
と
結
論
付
け
る
。

　

次
に
「
国
際
化
」
に
つ
い
て
、H

arlow
は
、「
運
動
団
体
や
…
…
『
非
政
府
組
織
』
は
、
国
際
舞
台
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
そ
れ
ら
は
、

国
際
組
織
の
周
囲
に
集
ま
り
、
国
際
連
合
に
よ
る
正
式
な
承
認
か
ら
地
位
を
得
る
一
方
で
、
国
際
連
合
は
登
録
簿
を
備
え
、
そ
れ
ら
と
定
期
的

に
協
議
す
る
」
と
し
、
さ
ら
に
「
非
政
府
組
織
の
主
目
的
は
、
人
権
の
画
一
的
な
規
格
の
普
及
で
あ
る
た
め
、
非
政
府
組
織
が
国
際
レ
ベ
ル
か

ら
国
内
レ
ベ
ル
に
移
る
の
は
自
然
で
あ
り
、
今
や
国
内
裁
判
所
の
も
と
で
定
期
的
に
訴
訟
参
加
し
て
い
る
」
と
説
明
し
つ
つ
、
し
か
し
「
運
動

団
体
の
栄
え
あ
る
国
際
的
名
声
を
国
内
レ
ベ
ル
で
模
写
す
る
こ
と
は
正
当
化
さ
れ
な
い
」
と
い
う

（
（6
（

。
と
い
う
の
も
、「
国
際
関
係
に
お
け
る
非

政
府
組
織
の
地
位
は
、
そ
こ
に
民
主
的
過
程
と
機
能
的
な
市
民
社
会
が
存
し
な
い
こ
と
と
直
接
関
係
す
る
。
非
政
府
組
織
は
、
多
く
の
場
合
、

国
家
と
多
国
的
企
業
―
―
そ
れ
自
身
の
人
権
記
録
が
怪
し
い
で
あ
ろ
う
―
―
が
支
配
す
る
舞
台
に
お
け
る
唯
一
の
非
公
式
の
ア
ク
タ
ー
で
あ

る
。
非
政
府
組
織
を
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
市
民
社
会
の
構
成
要
素
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
す
べ
て
と
し
て
も
み
る
こ
と
は
魅
力
的
で
あ
る
」
け

れ
ど
も
、「
民
主
的
な
国
内
の
政
治
制
度
の
文
脈
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
同
視
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
か
ら
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
彼

女
は
、「
裁
判
所
と
運
動
団
体
と
の
間
の
あ
ま
り
に
も
近
い
関
係
は
、
法
の
中
立
性
と
客
観
性
の
希
薄
化
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
指

摘
す
る

（
（6
（

。

（87－3－397）



論　説

936

　

さ
ら
に
、「
参
加
と
多
元
主
義
」
に
つ
い
て
、H

arlow

は
、「
公
益
訴
訟
の
最
も
強
い
理
論
的
正
当
化
事
由
」
が
「
多
元
的
・
参
加
的
民
主

制
理
論
」
に
存
す
る
と
述
べ
た
う
え
で

（
（6
（

、「
し
か
し
、
大
衆
民
主
主
義
〔popular dem

ocracy

〕
の
理
念
は
誤
信
に
満
ち
て
お
り
、
大
衆
が

す
べ
て
の
決
定
の
す
べ
て
の
段
階
に
参
加
で
き
る
と
い
う
信
念
は
誤
信
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
」
と
指
摘
す
る

（
（6
（

。
彼
女
は
、「
現
代
の
生
活
の

あ
ら
ゆ
る
側
面
に
浸
透
し
始
め
て
い
る
大
衆
民
主
主
義
の
レ
ト
リ
ッ
ク
は
、
司
法
府
を
、
す
べ
て
の
わ
が
確
立
し
た
政
治
的
・
憲
法
的
制
度

と
と
も
に
、
大
き
な
圧
力
の
も
と
に
置
い
て
い
る
。
…
…
透
明
性
と
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
欲
望
は
飽
く
こ
と
を
知
ら
な
い
よ
う
で
あ

る
。
す
べ
て
の
決
定
は
無
限
に
争
う
こ
と
が
で
き
、
補
償
か
少
な
く
と
も
謝
罪
を
通
じ
て
是
正
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
司
法
過

程
の
中
核
的
教
義
で
あ
る
独
立
性
、
客
観
性
、
終
局
性
に
対
す
る
明
ら
か
な
脅
威
が
存
す
る

（
（7
（

」
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
、H

arlow

は
論
攷
を
次
の
よ
う
に
締
め
く
く
っ
て
い
る

（
（7
（

。

　
　

�　

幸
運
な
こ
と
に
、
是
正
は
依
然
と
し
て
極
め
て
容
易
で
あ
る
。
ア
ク
セ
ス
権
を
精
査
し
制
限
す
る
の
に
遅
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。
行

う
べ
き
こ
と
は
、
…
…
方
向
を
変
え
、R

ose T
heatre

判
決
〔
本
稿
二
（
２
）（
ｃ
）
を
参
照
〕
の
論
理
を
採
用
す
る
こ
と
に
尽
き
る
。

法
廷
の
扉
は
、
真
に
「
公
的
弁
護
〔public advocacy

〕」
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
と
き
に
の
み
、
団
体
に
開
か
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
例
外
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
例
外
は
制
定
法
に
由
来
す
べ
き
で
あ
る
。
恵
ま
れ
な
い
少
数
派
を
代
理
す
る
組
織
体
―

―
特
に
人
種
平
等
委
員
会
お
よ
び
機
会
均
等
委
員
会
―
―
に
対
し
、
法
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
公
的
弁
護
人
と
し
て
行
為
す
る
よ
う

授
権
す
る
条
項
が
既
に
存
す
る
。
同
様
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
の
立
法
は
、
消
費
者
の
「
拡
散
利
益
〔diffuse interests

〕」
や
、

代
理
が
特
に
困
難
で
あ
る
環
境
上
の
「
無
形
の
〔intangible

〕」「
集
合
的
〔collective

〕」
権
利
を
扱
っ
て
い
る
。
団
体
の
原
告
適

格
の
請
求
は
、
慎
重
に
精
査
し
、
控
え
目
に
解
釈
す
る
必
要
が
あ
る
。
要
は
、
法
的
過
程
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
求
め
る
団
体
が
証
明
す
る

よ
う
求
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
は
、
法
的
利
害
関
係
で
あ
り
、
民
主
的
利
害
関
係
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
　

�　

こ
の
こ
と
が
特
に
「
民
主
的
」
で
あ
る
と
聞
こ
え
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
聞
こ
え
る
べ
き
特
別
の
理
由
は
存
し
な
い
。
裁
判
所
は
、

（法政研究 87－3－398）
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現
代
民
主
制
の
柱
の
一
つ
で
あ
り
、
代
表
政
府
が
も
う
一
つ
の
柱
で
あ
る
の
と
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
民
主
的
過
程
に

行
う
貢
献
が
同
一
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
多
様
性
が
わ
が
社
会
の
一
つ
の
主
要
な
価
値
で
あ
り
、
わ
が
憲
法
が
極
め
て
不
安
定
に
均
衡

を
保
っ
て
い
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
権
力
分
立
の
重
要
な
属
性
で
あ
る
。
政
治
が
す
べ
て
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
法
も
同
様
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
殊
性
が
承
認
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

（
１�

）
一
九
八
一
年
上
級
法
院
法
（Senior Courts A

ct 1981

）
三
一
条
三
項
は
、「
裁
判
所
規
則
に
従
っ
て
高
等
法
院
の
許
可
を
取
得
し
な
け
れ
ば
、
司
法

審
査
申
請
は
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
裁
判
所
は
、
申
請
が
関
係
す
る
事
項
に
つ
き
原
告
が
十
分
な
利
益
〔suffi

cient interest

〕
を
有
す
る
と
思
料

し
な
い
と
き
は
、
申
請
を
行
う
許
可
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
規
定
す
る
。
た
だ
し
、
一
九
九
八
年
人
権
法
（H

um
an Rights A

ct 1998

）

に
基
づ
く
司
法
審
査
に
お
い
て
は
、
原
告
は
違
法
な
行
為
の
「
被
害
者
〔victim

〕」（
七
条
一
項
）
に
限
定
さ
れ
る
。
本
稿
は
、
一
九
九
八
年
人
権
法

に
基
づ
く
司
法
審
査
を
検
討
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
。

（
２�

）Gordon A
nthony, John M

orrison and D
im

itrios D
oukas, ‘Public Interest in U

K
 Courts’ (2012) ESRC End of A

w
ard Report, 

RES-062-23-1996, 2 〈https://w
w

w
.bl.uk/collection-item

s/public-interest-in-uk-courts

〉 accessed 13 Septem
ber 2020.

（
３�

）〈http://publicinterst.info/?q=w
hat-public-interest/how

-term
-arises-court

〉 accessed 23 A
ugust 2018. 

た
だ
し
、
こ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
は
、
現
在
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
。

（
４�

）
本
稿
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
科
研
費
基
盤
研
究
Ａ
「
イ
ギ
リ
ス
公
法
争
訟
に
お
け
る
違
法
性
の
判
断
構
造
に
関
す
る
研
究
」（
代
表
者
・
榊
原
秀
訓
南

山
大
学
教
授
）
お
よ
び
同
「
法
的
本
質
論
を
踏
ま
え
た
非
営
利
団
体
の
地
位
と
役
割
及
び
団
体
訴
訟
に
関
す
る
比
較
法
的
総
合
研
究
」（
代
表
者
・
亘
理

格
中
央
大
学
教
授
）
合
同
の
外
国
調
査
と
し
て
、
二
〇
一
八
年
九
月
一
二
日
に
、
亘
理
教
授
、
大
貫
裕
之
中
央
大
学
教
授
、
岸
本
太
樹
北
海
道
大
学
教
授
、

北
見
宏
介
名
城
大
学
准
教
授
、
小
澤
久
仁
男
香
川
大
学
准
教
授
（
当
時
）
と
と
も
に
ク
イ
ー
ン
ズ
大
学
ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
を
訪
問
し
、A

nthony

教
授
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
た
。
な
お
、A

nthony

教
授
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ほ
か
に
公
法
学
に
お
け
る
公
益
概
念
に
関
す
る
近
時
の
研
究
と
し
て
、

see Jason V
aruhas, ‘T

he Public Interest Conception of Public Law
: Its Procedural O

rigins and Substantive Im
plications’ (2014) 

U
niversity of Cam

bridge Faculty of Law
 Research Paper N

o 61/2014

　
〈https://papers.ssrn.com

/sol3/papers.cfm
?abstract_id=2508981

〉 accessed 13 Septem
ber 2020.

（
５�

）‘Public Interest Litigation (PIL) in U
nited K

ingdom
’ (M

ystery of Law
 and Justice, 26 February 2013)

　
　
〈https://law

m
ystery.com

/2013/02/26/public-interest-litigation-pil-in-uk

〉 accessed 13 Septem
ber 2020.
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（
６�

）Conor M
cCorm

ick, ‘Public Interest Litigation in the U
nited K

ingdom
: Enem

y of the State?’ (2014) 4 K
ing’s Inns Student Law

 
Review

 133, 133, 148.
（
７�
）[1982] A

C 617 (H
L). 

同
判
決
に
つ
い
て
は
、
岡
村
周
一
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
司
法
審
査
申
請
の
排
他
性
（
二
）
―
―
『
公
法
』
と
『
私
法
』
の
一

側
面
」
法
学
論
叢
一
一
八
巻
二
号
（
一
九
八
五
年
）
一
頁
以
下
（
一
―
一
五
頁
）、
岡
本
博
志
『
イ
ギ
リ
ス
行
政
訴
訟
法
の
研
究
』（
九
州
大
学
出
版
会
、

一
九
九
二
年
）
七
一
―
八
四
頁
を
参
照
。

（
８�

）Richard Raw
lings, ‘M

odelling Judicial Review
’ (2008) 61 Current Legal Problem

s 95, 98-102.

（
９�

）ibid 100. 
ま
た
、Raw

lings

は
、
後
出
のPergau D

am

判
決
を
「
人
権
法
以
前
の
司
法
の
独
創
性
の
真
骨
頂
で
あ
り
、
そ
こ
で
煙
突
が
押
し
広
げ
ら

れ
た
」
と
指
摘
す
る
。ibid 100-101.

（
10�

）[1995] 1 W
LR 386 (Q

B) (Pergau D
am

 case). 

同
判
決
に
つ
い
て
は
、
岡
村
周
一
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
司
法
審
査
と
裁
判
官
」『
京
都
大
学
法
学

部
創
立
百
周
年
記
念
論
文
集
第
二
巻　

公
法
・
国
際
法
・
刑
事
法
』
一
四
三
頁
以
下
（
一
五
二
―
一
五
六
頁
）
を
参
照
。

（
11�

）
原
告
団
体
は
、
概
略
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
た
。
無
党
派
の
圧
力
団
体
（non-partisan pressure group

）
で
あ
り
、
創
立
二
〇
年
を
超
え
る
有

限
責
任
会
社
で
あ
る
。
連
合
王
国
全
土
に
七
〇
〇
〇
人
の
完
全
議
決
権
を
有
す
る
会
員
と
約
一
万
三
〇
〇
〇
人
の
支
援
者
が
存
す
る
。
援
助
に
関
し
て

調
査
・
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
開
発
途
上
国
に
と
っ
て
の
よ
り
良
い
通
商
ア
ク
セ
ス
を
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
、
銀
行
お
よ
び
そ
の
他

の
事
業
者
に
求
め
て
き
た
。
海
外
開
発
局
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
と
定
期
的
に
接
触
し
、
そ
の
省
の
大
臣
と
定
期
的
に
会
合
し
、
議
会
両
院
の
一
定
範
囲
の
特
別

委
員
会
（select com

m
ittee

）
に
書
面
・
口
頭
の
意
見
陳
述
を
行
っ
て
い
る
。Pergau D

am
 case (n 10) 392-393.

（
12�

）Sir W
illian W

ade and Christopher Forsyth, A
dm

inistrative Law
 (7

th edn, 1994 O
U

P) 712.

（
13�

）Pergau D
am

 case (n 10) 395.

（
14�

）ibid.

（
15�

）ibid 396.

（
16�

）(2000) 2 CM
LR 94 (Q

B) (Greenpeace (N
o 2) case). 

同
判
決
に
つ
い
て
は
、
林
晃
大
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
公
益
訴
訟
」
法
と
政
治
五
八
巻
二

号
（
二
〇
〇
七
年
）
三
四
五
頁
以
下
（
三
七
四
―
三
七
五
頁
）
を
参
照
。

（
17�

）Council D
irective 92/43/EEC of 21 M

ay 1992 on the conservation of natural habitats and of w
ild fauna and flora.

（
18�

）Greenpeace (N
o 2) case (n 16) 97 [1].

（
19�

）[1990] 1 Q
B 504 (Q

B). 

同
判
決
に
つ
い
て
は
、
岡
村
周
一
「
行
政
訴
訟
改
革
―
―
イ
ギ
リ
ス
法
の
示
唆
す
る
も
の
」
公
法
研
究
五
二
号
（
一
九
九
〇

年
）
二
〇
七
頁
以
下
（
二
〇
九
頁
）、
榊
原
秀
訓
「
行
政
訴
訟
に
関
す
る
外
国
法
制
調
査
―
―
イ
ギ
リ
ス
（
下
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
四
五
号
（
二
〇
〇

三
年
）
一
六
八
頁
以
下
（
一
七
〇
頁
）、
林
・
前
掲
論
文
注
（
16
）
三
七
八
―
三
七
九
頁
を
参
照
。

（法政研究 87－3－400）
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（
20�

）ibid 520.

（
21�

）ibid 521.
（
22�
）ibid 522.

（
23�
）Gordon A

nthony, ‘Public Interest and the T
hree D

im
ensions of Judicial Review

’ (2013) 64 N
orthern Ireland Legal Q

uarterly 
125. See also John M

orison and Gordon A
nthony, ‘T

he Place of Public Interest’ in Gordon A
nthony, Jean-Bernard A

uby, John 
M

orison and T
om

 Zw
art (eds), V

alues in G
lobal A

dm
inistrative Law

 (H
art 2011).

（
24�

）A
nthony, ‘Public Interest’ (n 23) 127.

（
25�

）ibid.

（
26�

）ibid.

（
27�

）V
irginia H

eld, T
he Public Interest and Individual Interests (Basic Books 1970). 

同
書
に
つ
い
て
は
、
周
蒨
「
公
共
事
業
の
民
営
化
と
『
公

益
（public interest

）』
の
概
念
―
―
イ
ギ
リ
ス
鉄
道
事
業
の
再
『
国
有
化
』
後
に
お
け
るM

ike Feintuck

教
授
の
議
論
を
中
心
に
―
―
」
一
橋
法

学
一
八
巻
二
号
（
二
〇
一
九
年
）
四
三
九
頁
以
下
（
四
四
八
―
四
四
九
頁
）
を
参
照
。

（
28�

）ibid 42-43.

（
29�

）ibid 44.

（
30�

）ibid 45.

（
31�

）A
nthony, ‘Public Interest’ (n 23) 127.

（
32�

）Barry Bozem
an, Public V

alues and Public Interest: Counterbalancing E
conom

ic Individualism
 (Georgetow

n U
niversity Press 

2007) 93.

（
33�

）A
nthony, ‘Public Interest’ (n 23) 127.

（
34�

）ibid 127-128. A
nthony

は
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
き
、
さ
ら
に
手
続
の
重
視
は
、
多
数
決
主
義
に
関
す
る
疑
問
や
実
体
的
選
択
に
関
す
る
首
尾
一

貫
し
た
理
由
付
け
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
べ
き
か
に
関
す
る
疑
問
も
生
じ
さ
せ
る
が
、
手
続
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
個
人
が
よ
り
広
汎
な
社
会
の
枠
組
み

内
で
必
然
的
に
相
互
作
用
す
る
こ
と
を
認
め
る
と
指
摘
す
る
。ibid 127.

（
35�

）ibid 128.

（
36�

）ibid.

（
37�

）ibid.

（
38�

）ibid.

（87－3－401）
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（
39�

）Carol H
arlow

 and Richard Raw
lings, Law

 and A
dm

inistration (3
rd edn, CU

P 2009) 31.

（
40�

）A
nthony, ‘Public Interest’ (n 23) 128-129.

（
41�
）ibid 129.

（
42�
）H

arlow
 and Raw

lings (n 39) 23.

（
43�

）
こ
の
部
分
は
、R

e M
cBride’s A

pplication for Judicial R
eview

 [1999] N
I 299 (Q

B), 310 (K
err J)

か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
同
判
決
に
つ
い

て
は
、
本
稿
三
（
二
）
⑵
⒜
を
参
照
。

（
44�

） 

こ
こ
でD

erbyshire CC v T
im

es N
ew

spapers Ltd [1993] A
C 534 (H

C)

の
参
照
が
指
示
さ
れ
て
い
る
が
、
同
判
決
の
中
でLord K

eith of 
K

inkel

は
、
例
え
ば
、「
民
主
的
な
選
挙
に
基
づ
く
統
治
組
織
体
、
さ
ら
に
は
い
か
な
る
統
治
組
織
体
も
、
公
衆
の
自
由
な
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
が
、

公
的
に
最
も
重
要
で
あ
る
」（ibid 547

）
と
述
べ
て
い
る
。
同
判
決
に
つ
い
て
は
、
堀
部
政
男
「
表
現
の
自
由
」
藤
倉
皓
一
郎
ほ
か
編
『
英
米
判
例
百

選
［
第
三
版
］』（
有
斐
閣
、
一
九
九
六
年
）
一
〇
四
頁
以
下
を
参
照
。

（
45�

）A
nthony, ‘Public Interest’ (n 23) 129-130.

（
46�

）ibid 130.

（
47�

）[1986] 1 W
LR 910 (H

C).

（
48�

）ibid 917.

（
49�

）〈http://publicinterest.info/?q=judicial-review
/standing

〉 accessed 23 A
ugust 2018. See also A

nthony, ‘P
u
b
lic

 In
te

re
s
t’ (n 23) 

131-132.

（
50�

）[2003] N
ICA

 14, [2003] N
I 295. 

（
51�

）ibid 302 

［15

］. 

な
お
、
一
九
七
八
年
裁
判
所
（
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）
法
（Judicature (N

orthern Ireland) A
ct 1978

）
一
八
条
四
項
は
、「
裁
判

所
は
、
司
法
審
査
申
請
に
基
づ
き
、
当
該
申
請
が
関
係
す
る
事
項
に
つ
き
原
告
が
十
分
な
利
益
〔suffi

cient interest

〕
を
有
す
る
と
思
料
し
な
い
と

き
は
、
救
済
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
定
め
る
。

（
52�

）〈http://publicinterest.info/?q=judicial-review
/%

E2%
80%

9Cpublic-interest%
E2%

80%
9D

-and-reach-judicial-review

〉 accessed 23 
A

ugust 2018.

（
53�

）[1999] N
I 299 (Q

B).

（
54�

）ibid 310. 

な
お
、
陸
軍
委
員
会
の
再
度
の
拒
否
決
定
の
司
法
審
査
に
お
い
て
、
控
訴
院
のCarsw

ell LCJ

はK
err J

の
意
見
の
こ
の
部
分
に
同
意
し
た
。

R
e M

cBride’s A
pplication (N

o 2) ［2003

］ NICA
 23 (1) ［25

］.

（
55�

）[2003] N
IQ

B 49, [2004] N
IJB 15. 
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（
56�

）ibid 21 ［26

］.

（
57�

）[2004] N
IQ

B 38.
（
58�
）ibid ［14

］.
（
59�
）Peter Leyland and Gordon A

nthony, T
extbook on A

dm
inistrative Law

 (8
th edn, O

U
P 2016) 215.  

同
書
は
そ
の
後H

arlow

の
主
張
に

言
及
す
る
が
、
そ
の
評
価
は
避
け
て
い
る
。

（
60�

）Carol H
arlow

, ‘Public Law
 and Popular Justice’ (2002) 65 M

LR 1. 

な
お
、
同
論
文
でH

arlow

は
焦
点
を
合
わ
せ
た
い
二
つ
の
手
続
と
し
て
、

原
告
適
格
と
と
も
に
訴
訟
参
加
（intervention

）
を
挙
げ
て
検
討
す
る
。ibid 3-8.  

同
論
文
に
つ
い
て
は
、
榊
原
・
前
掲
論
文
注
（
19
）
一
七
二
―
一

七
三
頁
を
参
照
。

（
61�

）ibid 8.

（
62�

）ibid 9.

（
63�

）ibid 10.

（
64�

）Lon L Fuller, ‘T
he Form

s and Lim
its of A

djudication’ (1978) 92 H
arv L Rev 353.

（
65�

）H
arlow

 (n 60) 12.

（
66�

）ibid 12-13.

（
67�

）ibid 13.

（
68�

）ibid.

（
69�

）ibid 14.

（
70�

）ibid 16.

（
71�

）ibid 18. 

さ
ら
に
、
公
益
訴
訟
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
法
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
が
、see T

he H
on M

ichael K
irby A

C 
CM

G, ‘D
econstructing the Law

’s H
ostility to Public Interest Litigation’ (2011) 127 LQ

R 537.

※
本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費15H

01913, 17H
00956, 18H

05309, 19H
01411

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（87－3－403）
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民
衆
訴
訟
と
し
て
の
憲
法
異
議
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

村　

西　

良　

太

は
じ
め
に

一　

検
討
素
材
と
し
て
の
二
〇
二
〇
年
五
月
五
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
法
廷
判
決

　

１　

憲
法
異
議
の
変
質
？

　

２　

選
挙
権
の
侵
害
に
関
す
る
判
旨

　

３　
〈
統
合
責
任
の
重
層
性
〉
と
〈
選
挙
権
の
実
質
的
拡
充
〉

二　

連
邦
憲
法
裁
判
所
に
お
け
る
統
合
責
任
履
行
請
求
異
議
の
軌
跡

　

１　

統
合
責
任
履
行
請
求
異
議
の
嚆
矢

　

２　

統
合
責
任
履
行
請
求
異
議
の
確
立

　

３　

統
合
責
任
履
行
請
求
異
議
の
拡
張

三　

学
説
に
お
け
る
統
合
責
任
履
行
請
求
異
議
の
評
価

　

１　

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
原
理
の
主
観
化
に
よ
る
憲
法
異
議
の
変
質

　

２　

抽
象
的
規
範
統
制
の
迂
回
に
よ
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
権
限
拡
張

お
わ
り
に

（87－3－405）
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は
じ
め
に

　

ド
イ
ツ
で
は
、
欧
州
統
合
、
す
な
わ
ち
Ｅ
Ｕ
へ
の
統
治
権
の
委
譲
を
め
ぐ
っ
て
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
空
洞
化
に
対
す
る
懸
念
が
な
お
燻
り
つ

づ
け
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
を
設
立
し
、
そ
の
諸
機
関
に
権
限
を
付
与
す
る
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
は
条
約
で
あ
り
、
こ
の
条
約
に
は
ド
イ
ツ
連
邦
議

会
が
法
律
形
式
で
の
承
認
を
与
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
か
ぎ
り
で
Ｅ
Ｕ
の
民
主
的
正
統
性
は
担
保
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
各
加
盟
国

の
政
府
代
表
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
閣
僚
理
事
会
が
連
邦
議
会
に
よ
る
十
全
な
関
与
を
欠
い
た
ま
ま
重
要
な
政
策
決
定
を
下
す
こ
と
（
典
型
的

に
は
国
内
法
に
対
し
て
適
用
上
の
優
位
を
占
め
る
規
範
の
定
立
）、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
政
策
決
定
が
条
約
上
の
授
権
を
踏
み
越
え
て
し
ま
う

こ
と
に
対
し
て
、
こ
れ
を
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
欠
如
と
捉
え
る
立
場
か
ら
の
是
正
要
求
が
な
お
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
是
正
要
求
が
持
ち
込
ま
れ
る
先
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
で
あ
る
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
空
洞
化
を
も
た
ら
す
条
約
に
漫
然

と
承
認
を
与
え
る
行
為
、
あ
る
い
は
Ｅ
Ｕ
の
諸
機
関
に
よ
る
権
限
踰
越
を
黙
過
す
る
行
為
は
、
か
り
に
憲
法
上
の
客
観
的
原
理
と
の
抵
触
を

含
む
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
た
だ
ち
に
主
観
的
権
利
の
侵
害
を
帰
結
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
日
本
の
用
語
方
に
引
き
つ
け

て
考
え
れ
ば
、
こ
れ
は
「
客
観
訴
訟（

１
）」

に
お
け
る
違
憲
審
査
と
性
格
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
な
る
ほ
ど
、
付
随
的
違
憲
審
査
制
に
枠
づ
け
ら

れ
た
日
本
の
最
高
裁
判
所
と
は
異
な
っ
て
、
抽
象
的
違
憲
審
査
を
も
任
務
と
す
る
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
あ
っ
て
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
空
洞
化
に
対
す
る
裁
判
的
匡
正
の
途
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
彼
我
の
差
を
あ
ら
た
め
て
強
調
し
て
み
た
く
も
な
る
。
と
こ
ろ
が
、

話
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
右
に
述
べ
た
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
空
洞
化
に
抗
す
る
一
連
の
憲
法
訴
訟
は
、「
憲
法
異
議
」
と
い
う

訴
訟
形
式
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
「
憲
法
異
議
」
は
、
後
述
の
と
お
り
、
公
権
力
に
よ
り
自
己
の
憲
法
上
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
と
主
張
す
る
者
が
、
そ
の
救
済
を
求
め
て

提
起
す
る
訴
訟
で
あ
る
。
ふ
た
た
び
日
本
の
用
語
方
に
引
き
寄
せ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
「
主
観
訴
訟
」
と
性
格
づ
け
ら
れ
る
。
連
邦
憲
法
裁

判
所
は
、
Ｅ
Ｕ
へ
の
政
策
決
定
の
移
管
に
伴
う
連
邦
議
会
の
権
限
喪
失
や
Ｅ
Ｕ
の
諸
機
関
に
よ
る
権
限
踰
越
を
、
客
観
的
原
理
た
る
デ
モ
ク

（法政研究 87－3－406）
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ラ
シ
ー
の
毀
損
に
加
え
て
、「
選
挙
権
」
の
侵
害
と
認
定
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、
同
裁
判
所
は
、
国
民
代
表
た
る
議
員
の
選
出
に
参
与
す
る

権
利
に
と
ど
ま
ら
ず
、
い
わ
ば
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
維
持
（
な
い
し
回
復
）
請
求
権
」
ま
で
も
「
選
挙
権
」
の
保
障
内
容
に
盛
り
込
み
、
も
っ

て
憲
法
異
議
の
間
口
を
拡
張
し
た
。
こ
の
論
法
が
す
ん
な
り
と
受
け
容
れ
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
司
法
的

匡
正
に
も
何
ら
か
の
展
望
が
開
け
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
政
治
部
門
の
行
為
に
対
し
て
選
挙
人
な
ら
誰
も
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

と
の
抵
触
を
論
難
で
き
る
と
な
れ
ば
、
い
か
に
主
観
訴
訟
の
形
式
を
取
り
繕
う
と
し
て
も
、
そ
の
実
質
は
「
民
衆
訴
訟
」
に
等
し
く
、
か
か

る
形
式
と
実
質
の
齟
齬
が
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
に
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
か
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
き
、〈
民
衆
訴
訟
と
し
て
の
憲
法
異
議
〉
と
称
さ
れ
得
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
と
こ
れ

に
関
す
る
諸
学
説
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。
論
述
の
構
成
と
し
て
は
、
最
初
に
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
空
洞
化
に
抗
す
る
憲
法
異
議
を
確
立
さ

せ
る
う
え
で
重
要
な
節
目
と
な
っ
た
、
い
く
つ
か
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
を
取
り
上
げ
た
い
。
二
〇
二
〇
年
五
月
五
日
に
下
さ
れ
た
最
新

の
判
決
を
や
や
詳
し
く
紹
介
し
た
う
え
で
（
一
）、
そ
の
礎
と
な
っ
た
判
例
の
展
開
を
跡
づ
け
る
（
二
）。
こ
の
作
業
を
通
じ
て
、
憲
法
異
議

に
よ
っ
て
追
及
さ
れ
る
政
治
部
門
の
責
任
が
重
層
化
す
る
と
と
も
に
、
選
挙
権
の
保
障
内
容
が
拡
充
さ
れ
て
ゆ
く
軌
跡
を
素
描
し
た
い
。
次

に
、
以
上
の
判
例
に
対
す
る
学
説
の
評
価
が
瞥
見
さ
れ
る
。
今
や
判
例
と
し
て
の
地
歩
を
築
い
た
如
上
の
憲
法
異
議
は
、
し
か
し
な
が
ら
理

論
的
に
は
少
な
か
ら
ぬ
批
判
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
（
三
）。

一　

検
討
素
材
と
し
て
の
二
〇
二
〇
年
五
月
五
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
法
廷
判
決

　

二
〇
二
〇
年
五
月
五
日
、
ド
イ
ツ
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
一
つ
の
判
決（

２
）（

以
下
、「
本
判
決
」
と
い
う
。）
が
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）

の
結
束
を
激
し
く
揺
さ
ぶ
っ
た
。
本
判
決
に
お
い
て
俎
上
の
中
心
に
置
か
れ
た
の
は
、
欧
州
中
央
銀
行（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）政
策
理
事
会（Governing 

Council

）
の
決
定
に
基
づ
き
実
行
に
移
さ
れ
た
「
公
的
部
門
証
券
買
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
（Public Sector A

sset Purchase Program
m

e: 

（87－3－407）
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PSPP

）」
の
適
法
性
で
あ
る
。
本
件
Ｐ
Ｓ
Ｐ
Ｐ
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
よ
る
ユ
ー
ロ
圏
各
国
の
国
債
の
買
入
れ
と
ユ
ー
ロ
圏
各
国
の
中
央
銀
行
に

よ
る
Ｅ
Ｕ
機
関
債
お
よ
び
自
国
の
国
債
の
買
入
れ
を
内
容
と
す
る
と
こ
ろ
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
政
策
理
事
会
に
よ
る
そ
の
実
施
決
定
は
、
Ｅ
Ｕ
条
約
に

よ
る
授
権
の
逸
脱
ゆ
え
に
違
法
で
あ
る
、
と
原
告
は
主
張
し
た
。
そ
し
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
こ
の
訴
え
を
認
容
し
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｐ

Ｓ
Ｐ
Ｐ
の
実
施
に
関
す
る
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
本
件
決
定
は
Ｅ
Ｕ
法
上
の
「
権
限
踰
越
」
に
当
た
る
こ
と
が
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
、

し
か
も
こ
の
認
定
は
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
に
よ
る
先
決
裁
定
の
判
断
に
背
い
て
下
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
圏
は
も
と
よ
り
世
界
各
国
に

大
き
な
衝
撃
が
広
が
っ
た
。

　

Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
、
Ｅ
Ｕ
の
「
機
関
」
で
あ
る
（
Ｅ
Ｕ
条
約
一
三
条
）。
Ｅ
Ｕ
の
権
限
は
、
い
わ
ゆ
る
「
限
定
的
個
別
授
権
の
原
則
」
に
よ
っ
て

画
さ
れ
る
か
ら
（
同
五
条
一
項
）、
Ｅ
Ｕ
の
機
関
は
Ｅ
Ｕ
条
約（

３
）に

よ
る
授
権
の
枠
内
で
し
か
活
動
で
き
な
い
（
同
一
三
条
二
項
）。
別
言
す
れ

ば
、
か
か
る
授
権
の
逸
脱
、
す
な
わ
ち
Ｅ
Ｕ
の
機
関
に
よ
る
権
限
踰
越
は
条
約
違
反
（
の
意
味
に
お
い
て
違
法
）
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
し

て
下
さ
れ
た
決
定
は
無
効
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
ド
イ
ツ
（
基
本
法
五
九
条
二
項
・
二
三
条
一
項
）
の
よ
う
に
法
律
形
式
に
よ
る
条
約
の
承

認
を
そ
の
国
内
的
効
力
の
要
件
と
定
め
る
国
に
お
い
て
、
右
の
「
権
限
踰
越
」
は
、
同
時
に
法
律
違
反
（
の
意
味
に
お
い
て
違
法
）
で
あ
り
、

さ
ら
に
こ
の
法
律
が
憲
法
の
授
権
に
基
づ
く
こ
と
を
顧
み
る
な
ら
ば
、
究
極
的
に
は
憲
法
違
反
で
も
あ
り
得
る
。

　

こ
の
う
ち
前
者
の
違
法
性
に
つ
い
て
審
判
権
を
有
す
る
の
は
、
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
で
あ
る
（
Ｅ
Ｕ
条
約
一
九
条
）。
加
盟
国
の
国
内
裁
判

所
は
、
眼
前
の
争
訟
解
決
に
と
っ
て
不
可
避
の
前
提
問
題
と
し
て
か
か
る
違
法
性
の
有
無
に
直
面
し
た
場
合
、
審
理
を
い
っ
た
ん
中
断
し
、

こ
れ
に
対
す
る
解
答
を
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
「
先
決
裁
定
」（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
二
六
七
条
）
の
付
託
で

あ
り
、
Ｅ
Ｕ
条
約
の
解
釈
お
よ
び
適
用
に
お
け
る
法
の
統
一
的
な
遵
守
を
確
保
す
る
こ
と
が
そ
の
目
的
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
他
方
で
、

後
者
の
違
法
性
（
な
い
し
違
憲
性
）
に
つ
い
て
は
、
加
盟
国
の
国
内
裁
判
所
（
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
特
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
）
に
審
判
権
が

留
保
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
国
内
裁
判
所
に
よ
る
審
判
権
が
存
分
に
行
使
さ
れ
る
と
き
、
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
を
通
じ
た
Ｅ
Ｕ
法
の
統
一
的
適

用
の
確
立
は
画
餅
に
帰
す
る
で
あ
ろ
う
。
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
が
Ｅ
Ｕ
法
上
の
権
限
踰
越
を
否
定
（
す
な
わ
ち
Ｅ
Ｕ
の
機
関
に
よ
る
特
定
の
行

（法政研究 87－3－408）
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為
を
有
効
と
判
断
）
し
た
後
に
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
国
内
裁
判
所
が
憲
法
を
含
む
国
内
法
違
反
に
依
拠
し
つ
つ
当
該
行
為
の
国
内
適
用

を
拒
否
す
る
、
と
い
う
事
態
が
続
出
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
ド
イ
ツ
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
欧
州
統
合
へ
の
協
力
が
憲
法

上
の
明
示
的
な
要
請
で
あ
る
こ
と
（
基
本
法
二
三
条
一
項
）
に
も
鑑
み
て
、
か
か
る
権
限
踰
越
の
統
制
に
お
け
る
独
自
の
審
判
権
の
行
使
を

自
制
し
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
へ
の
先
決
裁
定
を
「
基
本
法
上
の
」
義
務
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
と
も
に（

４
）、

Ｅ
Ｕ
司
法

裁
判
所
の
判
決
に
背
い
た
国
内
適
用
の
拒
否
を
厳
格
な
要
件
に
よ
っ
て
狭
く
限
定
す
る
試
み（

５
）が

、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
と
し
て
確
立
し

て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
先
決
裁
定
に
お
け
る
判
断
を
明
示
的
に
否
定
し
た
う
え
で
下
さ
れ
た
本
判
決
は
、
と
り
わ
け
従
来
の
判
例
と
の
整

合
性
に
つ
い
て
数
多
の
批
評
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う（

６
）。

１　

憲
法
異
議
の
変
質
？

　

も
っ
と
も
、
本
稿
に
お
け
る
論
究
の
対
象
は
、
以
上
の
問
題
―
―
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
と
の
関
係
に
お
け
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
審
判
権
の

限
界
―
―
と
は
次
元
を
異
に
す
る
。
筆
者
が
こ
こ
で
何
よ
り
も
ま
ず
着
目
し
た
い
の
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
如
上
の
権
限
踰
越
の
統

制
が
「
憲
法
異
議
（V

erfassungsbeschw
erde

）」
と
い
う
訴
訟
形
式
に
お
い
て
果
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
基
本
法
は
連
邦
憲
法

裁
判
所
に
係
属
す
る
訴
訟
形
式
の
一
つ
と
し
て
「
憲
法
異
議
」
を
掲
げ
（
九
三
条
一
項
四
ａ
号
）、
こ
れ
を
承
け
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
法

は
「
憲
法
異
議
」
の
訴
訟
要
件
を
詳
細
に
規
律
し
て
い
る
。
そ
の
中
核
を
占
め
る
二
つ
の
条
項
を
、
ま
ず
手
始
め
に
摘
記
し
て
み
よ
う
。

　
「
何
人
も
、
公
権
力
に
よ
っ
て
自
己
の
基
本
権
ま
た
は
基
本
法
二
〇
条
四
項
、
三
三
条
、
三
八
条
、
一
〇
一
条
、
一
〇
三
条
お
よ
び
一
〇

四
条
に
規
定
さ
れ
た
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
り
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
憲
法
異
議
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

（
九
〇
条
一
項
）。

　
「
憲
法
異
議
の
請
求
原
因
（Begründung

）
に
は
、
侵
害
さ
れ
た
と
す
る
権
利
、
お
よ
び
異
議
申
立
人
が
当
該
侵
害
の
原
因
と
考
え
る

（87－3－409）
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機
関
ま
た
は
行
政
庁
の
作
為
ま
た
は
不
作
為
が
明
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
九
二
条
）。

　

公
権
力
に
よ
っ
て
自
己
の
基
本
権
（
な
い
し
そ
れ
と
同
等
の
権
利
）
を
侵
害
さ
れ
た
と
主
張
す
る
者
が
そ
の
救
済
を
求
め
て
争
う
の
だ
か

ら
、
こ
れ
は
「
主
観
訴
訟
」
と
性
格
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
本
判
決
は
、
や
や
奇
異
に
映
る
の
で
は
な
い
か
。
Ｅ
Ｃ

Ｂ
に
よ
る
Ｐ
Ｓ
Ｐ
Ｐ
の
実
施
決
定
が
か
り
に
権
限
踰
越
ゆ
え
に
違
法
性
を
免
れ
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
が
た
だ
ち
に
諸
個
人
の
基
本
権

を
侵
害
す
る
と
は
思
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
が
憲
法
異
議
に
よ
っ
て
争
わ
れ
る
こ
と
を
得
た
（
つ
ま
り
不
適
法
却

下
と
は
な
ら
ず
本
案
審
理
に
向
け
て
訴
え
が
受
理
さ
れ
た
）
の
は
、
ひ
と
え
に
次
の
ご
と
き
技
巧
的
な
立
論
の
果
実
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
よ
る
Ｐ
Ｓ
Ｐ
Ｐ
の
実
施
決
定
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
か
か
る
権
限
踰
越
の
所
為
に
対
す
る
連
邦
議
会
お
よ
び
連
邦
政
府
に
よ
る
適

時
適
切
な
対
抗
措
置
の
不
在
を
異
議
の
直
接
の
対
象
に
据
え
た
う
え
で
、
こ
の
よ
う
な
不
作
為
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
実
質
的
な
毀
損
ゆ
え
に

選
挙
権
（
基
本
法
三
八
条
一
項
一
文（

７
））

の
侵
害
に
当
た
る
、
と
理
屈
づ
け
る
論
法
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
立
論
は
先
述
の
ご
と
く
、
技
巧
的
に
す
ぎ
る
よ
う
に
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。
選
挙
権
が
投
票
資
格
の
取
得
や
投
票

権
の
行
使
に
係
る
保
障
を
内
容
と
す
る
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
進
ん
で
、
議
会
や
そ
の
信
任
に
依
拠
す
る

政
府
に
対
し
て
特
定
の
作
為
な
い
し
不
作
為
を
要
求
す
る
権
利
ま
で
も
選
挙
権
の
一
内
容
と
み
る
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
適
切
な
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
の
よ
う
な
立
論
が
肯
定
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
選
挙
人
た
る
資
格
に
基
づ
き
必
ず
し
も
自
己
の
権
利
と
直
接
に
は
関
わ
ら
な
い
公
益

の
確
保
を
訴
求
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、「
主
観
訴
訟
」
で
あ
る
は
ず
の
憲
法
異
議
が
「
客
観
訴
訟
（
た
る
民
衆
訴
訟
）」
に
変
質
し
て
し

ま
う
結
果
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
本
稿
に
お
け
る
論
究
の
対
象
で
あ
る
。

２　

選
挙
権
の
侵
害
に
関
す
る
判
旨

　

こ
こ
で
は
ま
ず
、
紙
幅
の
制
約
を
意
識
し
つ
つ
、
本
稿
の
関
心
に
即
し
て
注
目
す
べ
き
本
判
決
の
判
示
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

（法政研究 87－3－410）
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⑴　

憲
法
異
議
の
対
象
―
―
統
合
責
任
の
懈
怠
に
よ
る
選
挙
権
の
侵
害

　

本
判
決
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
の
諸
機
関
に
よ
る
権
限
踰
越
は
、
憲
法
異
議
に
よ
る
直
接
の
攻
撃
対
象
と
は
な
り
得
な
い（

８
）。

け
れ
ど
も
他
方
で
、

「
統
合
責
任
」（
欧
州
統
合
の
進
展
へ
の
協
力
に
際
し
て
ド
イ
ツ
の
国
家
諸
機
関
〔
と
り
わ
け
連
邦
議
会
お
よ
び
連
邦
政
府
〕
に
よ
っ
て
果
た
さ

れ
る
べ
き
責
任
）
の
懈
怠
は
、
そ
れ
が
選
挙
権
に
対
す
る
直
接
か
つ
現
実
の
侵
害
と
し
て
主
張
さ
れ
る
か
ぎ
り
で
、
す
ぐ
れ
て
憲
法
異
議
に
よ

る
是
正
要
求
の
対
象
で
あ
り
、
か
か
る
憲
法
異
議
に
お
け
る
前
提
問
題
（V

orfrage

）
と
し
て
な
ら
ば
、
Ｅ
Ｕ
の
諸
機
関
に
よ
る
明
白
か
つ
構

造
的
に
重
大
な
（offenkundig und strukturell bedeutsam

）
権
限
踰
越
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
審
判
の
対
象
と
な
り
得
る（

９
）。

⑵　

選
挙
権
の
射
程
―
―
国
家
権
力
の
形
式
的
な
正
統
化
に
尽
き
な
い
保
障
内
容

　

選
挙
権
の
保
障
内
容
に
つ
い
て
、
本
判
決
は
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。「
諸
個
人
に
対
し
て
基
本
法
三
八
条
一
項
一
文
に
お
い
て
保

障
さ
れ
た
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
選
挙
権
は
、
…
…
（
連
邦
の
）
国
家
権
力
の
形
式
的
な
正
統
化
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
根
本
的
な

民
主
的
内
容
を
も
包
括
す
る
。
と
り
わ
け
基
本
法
二
〇
条
二
項
一
文
に
根
拠
を
も
つ
国
民
主
権
の
原
則
お
よ
び
こ
れ
と
関
連
す
る
市
民
の
次

の
要
求
、
す
な
わ
ち
、
自
ら
が
正
統
化
し
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
で
き
る
公
権
力
に
し
か
晒
さ
れ
な
い
こ
と
へ
の
要
求
は
、
こ
の
根
本
的
な

民
主
的
内
容
の
一
部
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
行
使
さ
れ
る
公
権
力
は
い
ず
れ
も
、
市
民
に
遡
源
で
き
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

（
（1
（

」。
以
上
の
要
求
は
、
欧
州
統
合
に
も
関
わ
る
。「
ド
イ
ツ
に
お
い
て
行
使
さ
れ
る
公
権
力
の
国
民
に
よ
る
正
統
化
は
、
国
民
主

権
の
原
則
の
本
質
的
内
容
と
し
て
、
基
本
法
七
九
条
三
項
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
、
基
本
法
七
九
条
三
項
と
結
び
つ
い
た
二
三
条
一
項
三
文
に

基
づ
き
［
欧
州
］
統
合
に
よ
る
侵
害
か
ら
防
御
さ
れ
た
（integrationsfest

）
基
本
法
の
憲
法
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
属
す
る

（
（1
（

」。

⑶　

統
合
責
任
の
中
身
―
―
連
邦
議
会
・
連
邦
政
府
に
課
せ
ら
れ
る
義
務

　

か
か
る
憲
法
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
永
続
的
保
障
は
、
そ
の
構
成
要
素
た
る
基
幹
的
諸
原
則
（
選
挙
権
の
侵
害
を
理
由
と
す
る
憲
法
異
議

に
道
を
開
く
と
い
う
意
味
で
は
特
に
国
民
主
権
な
い
し
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
原
則
）
が
欧
州
統
合
へ
の
参
画
に
よ
っ
て
万
が
一
に
も
放
棄
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
を
尽
く
す
義
務
、
す
な
わ
ち
「
統
合
責
任
」
を
、
ド
イ
ツ
の
国
家
諸
機
関
（
と
り
わ
け
連
邦
議
会
お
よ
び
連
邦
政

（87－3－411）
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府
）
に
課
す
る
こ
と
と
な
る
。
本
判
決
の
説
示
を
筆
者
な
り
に
整
理
す
れ
ば
、
こ
の
統
合
責
任
の
中
身
は
、
次
の
三
つ
に
分
か
た
れ
る
。

　

第
一
に
、
限
定
的
個
別
授
権
の
厳
守
が
求
め
ら
れ
る
。
同
じ
こ
と
を
裏
か
ら
い
え
ば
、
不
特
定
・
不
明
確
な
授
権
に
よ
っ
て
Ｅ
Ｕ
に
自
己

授
権
の
権
限
（K

om
petenz-K

om
petenz

）
を
与
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
そ
う
し
た
不
十
分
な
条
約
を
承
認
す
る
こ
と
は
禁
ぜ
ら
れ
る

（
（1
（

。

　

第
二
に
、
い
か
に
限
定
的
個
別
授
権
が
果
た
さ
れ
る
に
せ
よ
、
Ｅ
Ｕ
へ
委
譲
さ
れ
る
統
治
権
の
種
類
と
範
囲
は
無
制
約
で
は
あ
り
得
な
い
。

「
基
本
法
三
八
条
一
項
一
文
は
、
連
邦
議
会
の
諸
権
利
が
本
質
的
に
縮
減
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
自
由
か
つ
平
等
な
選
挙
の
諸
原
則
に
従
っ

て
成
立
す
る
こ
の
憲
法
機
関
の
形
成
力
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
立
憲
国
家
の
構
造
の
中
で
決
定
的
な
（m

aßgeblich

）
選
挙
人

の
統
治
権
力
（H

errschaftsgew
alt

）
が
そ
の
実
質
を
喪
失
す
る
こ
と
か
ら
、
選
挙
人
を
保
護
す
る
。
基
本
法
二
三
条
一
項
に
基
づ
く
統

治
権
の
委
譲
に
あ
た
っ
て
も
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
に
は
、
実
質
的
な
政
治
的
重
要
性
を
も
つ
固
有
の
任
務
お
よ
び
権
限
が
残
存
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

（
（1
（

」。
つ
ま
り
、
か
よ
う
に
連
邦
議
会
に
残
存
す
べ
き
任
務
や
権
限
が
も
ろ
と
も
委
譲
の
対
象
と
さ
れ
る
条
約
に
承
認
を
与
え
る
こ

と
は
、
そ
う
し
た
任
務
や
権
限
の
自
己
放
棄
に
ほ
か
な
ら
ず
、
厳
に
禁
ぜ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
財
政
権
お
よ
び
財

政
政
策
の
総
合
的
責
任
に
つ
い
て
、
特
に
強
く
当
て
は
ま
る

（
（1
（

。

　

第
三
に
、
限
定
的
個
別
授
権
が
果
た
さ
れ
、
委
譲
さ
れ
る
統
治
権
の
種
類
と
範
囲
が
憲
法
の
枠
内
に
収
ま
っ
た
と
し
て
、
そ
う
し
た
授
権

を
Ｅ
Ｕ
の
諸
機
関
が
踏
み
越
え
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
こ
れ
を
黙
過
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
ま
さ
し
く
こ
の
権
限
踰
越
へ
の
対
処
義
務

が
本
判
決
の
要
点
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
こ
こ
で
は
長
文
の
引
用
を
恐
れ
ず
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
判
示
を
そ
の
ま
ま
抜
き
出
し

て
み
よ
う
。

　
「
憲
法
の
優
位
（
基
本
法
二
〇
条
三
項
）
は
、
統
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
執
行
へ
の
協
力
な
ら
び
に
そ
の
詳
細
な
内
容
形
成
お
よ
び
継
続
発
展

に
際
し
て
、
統
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
限
界
が
守
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
を
憲
法
諸
機
関
に
義
務
づ
け
る
。
憲
法
諸
機
関
に
は
こ
の
か
ぎ

り
で
、
Ｅ
Ｕ
の
諸
機
関
…
…
に
よ
る
統
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
遵
守
に
つ
い
て
、
永
続
的
な
責
任
が
課
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
の
が
、
基
本

法
三
八
条
一
項
一
文
に
根
拠
を
も
つ
選
挙
人
の
要
求
、
す
な
わ
ち
、
統
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
執
行
と
結
び
つ
い
た
民
主
的
自
己
決
定
へ
の
要
求

（法政研究 87－3－412）
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に
対
す
る
制
限
が
、
Ｅ
Ｕ
へ
の
適
法
な
統
治
権
の
委
譲
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
限
度
を
超
え
て
生
じ
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
を
憲
法

諸
機
関
に
対
し
て
求
め
る
権
利
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
要
求
は
、
と
り
わ
け
外
交
権
の
領
域
に
お
い
て
特
別
な
権
限
を
与
え
ら
れ
た
憲
法
機
関
で
あ
る
連
邦
政
府
お
よ
び
連
邦
議
会
に

向
け
ら
れ
る
。
Ｅ
Ｕ
の
諸
機
関
…
…
に
よ
る
明
白
か
つ
構
造
的
に
重
大
な
権
限
踰
越
に
際
し
て
、
連
邦
議
会
お
よ
び
連
邦
政
府
は
、
そ
の
権

限
の
枠
内
で
、
統
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
限
界
が
遵
守
お
よ
び
考
慮
さ
れ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
能
動
的
に
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
（1
（

」。

　
「
Ｅ
Ｕ
の
諸
機
関
…
…
に
よ
る
措
置
が
統
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
限
界
を
明
白
か
つ
構
造
的
に
重
大
な
や
り
方
で
踏
み
越
え
て
し
ま
っ
た
場
合

に
は
、
連
邦
政
府
お
よ
び
連
邦
議
会
は
、
か
か
る
権
限
秩
序
が
い
か
に
し
て
回
復
さ
れ
得
る
の
か
と
い
う
問
題
と
能
動
的
に
取
り
組
み
、
そ

の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
手
法
が
講
じ
ら
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
積
極
的
な
決
定
を
も
た
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
、
憲
法
諸
機

関
は
、
広
範
な
政
治
的
形
成
裁
量
を
も
つ
。
憲
法
諸
機
関
は
、
―
―
基
本
法
七
九
条
三
項
の
限
界
を
守
り
つ
つ
―
―
一
次
法
［
Ｅ
Ｕ
条
約
・

Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
］
の
改
正
を
督
励
し
た
り
、
権
限
踰
越
に
よ
り
行
使
さ
れ
よ
う
と
す
る
統
治
権
を
基
本
法
二
三
条
一
項
二
文
・
三
文
の
手
続

に
お
い
て
形
式
的
に
委
譲
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
権
限
踰
越
を
事
後
的
に
正
統
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し

た
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
か
、
ま
た
は
意
図
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
法
的
ま
た
は
政
治
的
手
段
を
用
い
て
統
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
逸
脱
す
る

措
置
の
廃
止
を
め
ざ
し
、
―
―
当
該
措
置
の
効
力
が
継
続
す
る
あ
い
だ
は
―
―
当
該
措
置
の
国
内
的
効
力
が
可
能
な
か
ぎ
り
制
限
さ
れ
た
ま

ま
で
あ
る
よ
う
に
適
切
な
対
処
を
講
じ
る
こ
と
が
、
憲
法
諸
機
関
に
は
義
務
づ
け
ら
れ
る

（
（1
（

」。

３　
〈
統
合
責
任
の
重
層
性
〉
と
〈
選
挙
権
の
実
質
的
拡
充
〉

　

以
上
の
判
示
を
通
読
し
て
、
特
に
注
目
に
値
す
る
の
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。

　

一
つ
目
は
、「
統
合
責
任
」
な
る
概
念
の
下
に
政
治
部
門
に
課
さ
れ
る
要
求
の
重
層
性
で
あ
る
。
２
の
⑶
に
お
い
て
三
つ
に
分
説
さ
れ
た
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要
求
は
、
た
し
か
に
欧
州
統
合
へ
の
参
画
に
あ
た
っ
て
果
た
さ
れ
る
べ
き
客
観
的
義
務
を
指
す
か
ぎ
り
で
同
質
で
は
あ
る
も
の
の
、
義
務
の

内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
て
層
を
な
し
て
い
る
。
第
一
の
義
務
（
限
定
的
個
別
授
権
の
厳
守
）
と
比
べ
れ
ば
、
第
二
の
義
務
（
連
邦
議
会

の
枢
要
な
任
務
・
権
限
の
保
持
）
は
、
放
棄
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
統
治
権
の
実
質
に
踏
み
込
む
点
に
お
い
て
、
第
三
の
義
務
（
権
限
踰
越
へ

の
適
切
な
対
処
）
は
、
Ｅ
Ｕ
の
諸
活
動
に
対
す
る
継
続
的
な
監
視
と
適
時
の
対
抗
措
置
を
求
め
る
点
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
要
求
の
密
度
を

高
め
、
第
一
の
義
務
が
果
た
さ
れ
て
も
第
二
の
義
務
が
、
そ
し
て
こ
れ
ら
双
方
の
義
務
が
果
た
さ
れ
て
も
第
三
の
義
務
が
待
ち
構
え
る
構
図

と
な
っ
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
、「
統
合
責
任
」
の
不
完
全
な
履
行
を
「
選
挙
権
」
の
侵
害
と
捉
え
る
思
考
で
あ
る
。
統
合
責
任
の
十
全
な
履
行
を
求
め
る
主
観

的
権
利
と
し
て
選
挙
権
を
捉
え
直
す
、
と
い
え
ば
、
そ
の
含
意
が
い
っ
そ
う
際
立
つ
か
も
し
れ
な
い
。
む
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
選

挙
権
の
侵
害
は
、
先
に
引
用
し
た
本
判
決
の
判
示
に
よ
れ
ば
、
そ
う
易
々
と
肯
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
上
述
の
第

二
の
義
務
に
関
し
て
は
、
連
邦
議
会
の
政
治
的
に
枢
要
な
任
務
・
権
限
が
そ
の
本
質
的
な
部
分
に
お
い
て
喪
わ
れ
て
し
ま
う
場
合
、
第
三
の

義
務
に
関
し
て
は
、
Ｅ
Ｕ
の
諸
機
関
に
よ
る
権
限
踰
越
が
「
明
白
か
つ
構
造
的
に
重
大
な

（
（1
（

」
場
合
で
な
け
れ
ば
、
選
挙
権
の
侵
害
は
成
立
し

な
い
と
判
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
連
邦
議
会
の
権
限
喪
失
、
さ
ら
に
は
Ｅ
Ｕ
の
諸
機
関
に
よ
る
権
限
踰

越
に
つ
い
て
、
客
観
法
た
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
原
則
へ
の
違
背
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
主
観
法
た
る
選
挙
権
の
侵
害
と
し
て
憲
法
異
議
を
提
起

す
る
こ
と
そ
れ
自
体
は
肯
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
投
票
資
格
の
取
得
お
よ
び
投
票
権
の
行
使
と
い
っ
た
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス

な
請
求
以
上
の
保
障
内
容
を
選
挙
権
に
充
填
す
る
営
み
が
、
本
判
決
の
前
提
と
し
て
深
く
根
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二　

連
邦
憲
法
裁
判
所
に
お
け
る
統
合
責
任
履
行
請
求
異
議
の
軌
跡

　

以
上
の
二
点
は
、
い
ず
れ
も
本
判
決
に
よ
る
独
創
で
は
な
く
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
従
前
の
判
例
の
延
長
線
上
に
位
置
し
て
い
る
。
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本
判
決
は
そ
の
こ
と
を
示
す
べ
く
、
複
数
の
重
要
な
先
例
を
た
び
た
び
明
示
的
に
引
用
し
て
い
る
。
以
下
で
は
、
如
上
の
立
論
に
基
づ
く
憲

法
異
議
を
「
統
合
責
任
履
行
請
求
異
議
」
と
名
づ
け
た
う
え
で
、
そ
の
確
立
お
よ
び
発
展
へ
の
寄
与
に
お
い
て
特
に
注
目
さ
れ
る
べ
き
判
例

の
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
、
も
っ
て
〈
統
合
責
任
の
重
層
性
〉
と
〈
選
挙
権
の
実
質
的
拡
充
〉
が
ど
の
よ
う
に
形
づ
く
ら
れ
て
き
た
か
を
跡

づ
け
て
み
た
い
。１　

統
合
責
任
履
行
請
求
異
議
の
嚆
矢

　

統
合
責
任
履
行
請
求
異
議
を
初
め
て
本
案
審
理
へ
と
導
い
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る「
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
判
決
」（
一
九
九
三
年
一
〇
月
一
二
日
）

で
あ
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
設
立
条
約
（
そ
れ
が
締
結
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
の
都
市
名
に
ち
な
ん
で
「
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
」
と
呼
ば
れ
る
）
に
対
す

る
承
認
法
律
が
不
服
の
対
象
と
さ
れ
た
こ
の
憲
法
異
議
に
お
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
次
の
ご
と
く
訴
え
の
適
法
性
を
認
め
た
。

　
「
基
本
法
三
八
条
は
、
市
民
に
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
議
員
の
選
挙
権
が
付
与
さ
れ
、
選
挙
に
際
し
て
憲
法
上
の
選
挙
権
に
関
わ
る
諸
原
則
が

遵
守
さ
れ
る
こ
と
だ
け
を
保
障
す
る
の
で
は
な
い
。
選
挙
権
の
根
本
的
な
民
主
的
内
容
に
ま
で
も
本
条
の
保
障
は
及
ぶ
。
ド
イ
ツ
連
邦
議
会

の
選
挙
に
参
画
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
連
邦
の
平
面
で
の
国
民
に
よ
る
国
家
権
力
の
正
統
化
に
関
与
し
、
国
家
権
力
の
行
使
に
影
響
を
及
ぼ
す

主
観
的
権
利
が
、
選
挙
権
を
有
す
る
ド
イ
ツ
人
に
は
保
障
さ
れ
る
。
…
…

　

ド
イ
ツ
連
邦
議
会
が
、
と
り
わ
け
法
律
を
制
定
し
、
国
家
権
力
の
他
の
担
い
手
を
選
任
・
統
制
す
る
任
務
・
権
限
を
放
棄
す
る
と
き
、
基

本
法
三
八
条
の
民
主
的
内
容
に
関
わ
る
事
項
領
域
と
の
抵
触
が
生
じ
る
。
…
…
基
本
法
三
八
条
は
、
同
二
三
条
の
適
用
領
域
に
お
い
て
、
選

挙
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
国
家
権
力
の
正
統
性
お
よ
び
国
家
権
力
の
行
使
に
対
す
る
影
響
力
が
連
邦
議
会
の
任
務
お
よ
び
権
限
の
委
譲
に

よ
っ
て
、
基
本
法
二
〇
条
一
項
・
二
項
と
結
び
つ
い
た
同
七
九
条
三
項
が
不
可
侵
と
宣
明
す
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
原
理
が
侵
さ
れ
る
ほ
ど
に
空

洞
化
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
排
除
す
る
。
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以
上
に
よ
れ
ば
、
基
本
法
三
八
条
に
基
づ
く
異
議
申
立
人
の
権
利
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
侵
害
さ
れ
得
る
。
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
議

会
の
権
限
の
遂
行
が
各
国
政
府
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
欧
州
連
合
ま
た
は
欧
州
共
同
体
の
機
関
の
所
管
に
移
行
し
、
か
か
る
移
行
が
基
本
法

七
九
条
三
項
と
結
び
つ
い
た
二
〇
条
一
項
・
二
項
に
よ
れ
ば
市
民
と
対
峙
す
る
統
治
権
の
民
主
的
正
統
性
に
お
い
て
絶
対
に
下
回
っ
て
は
な

ら
な
い
と
さ
れ
る
（unverzichtbar

）
最
低
限
の
要
求
を
も
は
や
満
た
せ
な
い
程
度
に
達
す
る
場
合
で
あ
る

（
（1
（

」。

２　

統
合
責
任
履
行
請
求
異
議
の
確
立

　

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
判
決
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
統
合
責
任
履
行
請
求
異
議
の
道
を
確
立
さ
せ
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
リ
ス
ボ
ン
判
決
」（
二

〇
〇
九
年
六
月
三
〇
日
）
で
あ
っ
た
。
争
訟
の
契
機
と
な
っ
た
「
リ
ス
ボ
ン
条
約
」
は
、
Ｅ
Ｕ
条
約
の
改
正
条
約
で
あ
り
、
新
た
に
法
人
格

を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
Ｅ
Ｕ
の
権
限
拡
充
や
閣
僚
理
事
会
に
お
け
る
多
数
決
方
式
の
変
更
を
そ
の
内
容
と
し
て
含
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
か

か
る
Ｅ
Ｕ
の
権
限
拡
充
に
見
合
っ
た
民
主
的
正
統
性
の
深
化
が
図
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
と
り
わ
け
連
邦
議
会
の
十
分
な
関
与
な
し
に
重
要

な
政
策
決
定
が
下
さ
れ
か
ね
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
本
条
約
に
対
す
る
承
認
法
律
が
憲
法
異
議
の
標
的
と
さ
れ
た
。

　

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
こ
の
憲
法
異
議
を
や
は
り
適
法
と
判
断
し
た
。
そ
こ
で
の
明
示
的
な
引
用
が
示
す
と
お
り
、
こ
の
判
断
を
支
え
る
行

論
は
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
判
決
の
再
論
と
い
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
基
本
法
三
八
条
に
基
づ
く
選
挙
権
は
、
投
票
行
為
を
通
じ
て
選
挙
に
参

加
す
る
権
利
の
み
な
ら
ず
「
選
挙
権
の
根
本
的
な
民
主
的
内
容
」
ま
で
も
保
障
内
容
に
含
む
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
公
権
力
の
正
統
化
に
と
ど

ま
ら
ず
公
権
力
の
行
使
に
対
す
る
実
質
的
な
影
響
力
の
行
使
も
ま
た
選
挙
権
の
権
利
内
容
に
属
す
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
連
邦
議
会
の
中
核

的
な
任
務
・
権
限
の
喪
失
（
に
よ
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
空
洞
化
）
は
選
挙
権
の
侵
害
に
当
た
る
こ
と
、
を
述
べ
る
立
論
は
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト

判
決
か
ら
リ
ス
ボ
ン
判
決
へ
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。
付
言
す
れ
ば
、
ユ
ー
ロ
圏
の
債
務
危
機
に
端
を
発
す
る
一
連
の
多
国
間
融
資
制
度

の
創
設
・
運
用
を
め
ぐ
っ
て
、
右
に
述
べ
た
「
連
邦
議
会
の
中
核
的
な
任
務
・
権
限
」
の
な
か
で
も
特
に
「
財
政
権
限
」
の
喪
失
を
疑
い
、
そ
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の
違
憲
性
を
主
張
す
る
憲
法
異
議
が
、
右
の
確
立
し
た
判
例
に
基
づ
き
適
法
な
訴
訟
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
こ
と

（
（2
（

は
、
特
筆
に
値
す
る
。

　

他
方
、
リ
ス
ボ
ン
判
決
に
は
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
判
決
の
引
写
し
で
は
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
判
示
が
随
所
に
み
ら
れ
る
。

　

そ
の
第
一
は
、
統
合
責
任
履
行
請
求
異
議
を
い
ち
ば
ん
深
い
と
こ
ろ
で
支
え
る
原
理
と
し
て
、
基
本
法
に
お
け
る
「
人
間
の
尊
厳
」
条
項

（
一
条
一
項
）
が
論
及
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
「
自
由
か
つ
平
等
に
選
挙
や
国
民
投
票
を
通
じ
て
公
権
力
を
人
的
・
実
質
的
に
決
定
す
る
市
民
の
権
利
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
原
則
の
本
質

的
な
構
成
要
素
で
あ
る
。
公
権
力
へ
の
自
由
で
平
等
な
参
画
の
要
求
は
人
間
の
尊
厳
（
基
本
法
一
条
一
項
）
に
根
拠
を
も
つ

（
（2
（

」。

　

選
挙
権
の
大
本
を
辿
れ
ば
「
人
間
の
尊
厳
」
に
行
き
着
く
、
し
た
が
っ
て
選
挙
権
の
侵
害
は
「
人
間
の
尊
厳
」
の
侵
害
に
ほ
か
な
ら
ぬ
、

と
い
う
こ
の
着
想
に
支
え
ら
れ
て
こ
そ
、「
選
挙
権
の
実
質
的
拡
充
」
は
地
歩
を
固
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

　

第
二
は
、
新
憲
法
の
制
定
に
よ
ら
な
い
国
家
性
（Staatlichkeit

）
の
喪
失
に
つ
い
て
も
、
選
挙
権
の
侵
害
を
理
由
と
す
る
憲
法
異
議
が

適
法
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
基
本
法
は
―
―
そ
の
暫
定
的
な
呼
称
に
ふ
さ
わ
し
く
―
―
「
ド
イ
ツ
国
民
に
よ
っ
て
自
由
な
決
定
に
お

い
て
制
定
さ
れ
た
憲
法
が
発
効
す
る
日
に
効
力
を
失
う
」（
一
四
六
条
）
と
規
定
す
る
と
こ
ろ
、
こ
の
条
文
に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
い
る
憲

法
制
定
権
力
は
、
公
権
力
の
正
統
化
に
対
す
る
選
挙
人
の
参
画
を
内
容
と
す
る
か
ぎ
り
で
、
選
挙
権
（
三
八
条
一
項
一
文
）
と
重
な
り
合
う
。

基
本
法
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
国
家
を
明
け
渡
す
営
み
は
、
も
っ
ぱ
ら
憲
法
制
定
権
力
に
留
保
さ
れ
る
は
ず
な
の
に
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
の
承

認
に
よ
っ
て
こ
の
正
規
の
手
続
が
省
略
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
選
挙
権
と
結
び
つ
い
た
憲
法
制
定
権
力
に
対
す
る
侵
害
に
ほ
か
な
ら

な
い

（
（2
（

。
こ
れ
が
リ
ス
ボ
ン
判
決
に
お
い
て
開
か
れ
た
、
い
わ
ば
二
つ
目
の
憲
法
異
議
の
ル
ー
ト
で
あ
る
。

　

も
と
よ
り
憲
法
制
定
権
力
と
選
挙
権
は
同
質
で
は
あ
り
得
ず
、
憲
法
制
定
権
力
の
侵
害
を
選
挙
権
の
侵
害
へ
と
結
び
つ
け
る
ロ
ジ
ッ
ク

は
、
必
ず
し
も
定
か
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
行
論
を
無
批
判
に
容
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も

（
（2
（

、
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
、
連
邦

議
会
の
権
限
と
並
ん
で
国
民
の
制
憲
権
も
ま
た
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
本
質
的
要
素
に
数
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
毀
損
は
等
し
く
選
挙
権
の

侵
害
と
し
て
憲
法
異
議
の
対
象
た
り
得
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

（87－3－417）
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３　

統
合
責
任
履
行
請
求
異
議
の
拡
張

　

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
判
決
を
起
点
と
す
る
一
連
の
統
合
責
任
履
行
請
求
異
議
を
顧
み
る
と
、
選
挙
権
の
侵
害
と
い
う
理
屈
に
よ
っ
て
攻
撃
さ

れ
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
毀
損
と
は
、
詮
ず
る
と
こ
ろ
連
邦
議
会
の
枢
要
な
任
務
・
権
限
の
喪
失
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
選
挙
権
の
一
内

容
と
し
て
請
求
さ
れ
る
「
統
合
責
任
」
と
は
、
そ
う
し
た
連
邦
議
会
の
任
務
・
権
限
が
保
持
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
よ
う
配
慮
を
尽
く
す
国
家

機
関
の
義
務
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
任
務
・
権
限
の
保
持
を
揺
る
が
す
条
約
に
漫
然
と
承
認
を
与
え
る
行
為
（
い
わ
ば
連
邦
議
会
に
よ
る
権

限
の
自
己
放
棄
）
こ
そ
が
、
統
合
責
任
の
懈
怠
と
目
さ
れ
て
き
た
。

　

他
方
、
近
時
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
か
か
る
従
来
の
判
例
を
維
持
し
つ
つ
も
、
憲
法
異
議
に
よ
る
履
行
請
求
の
対
象
た
る
「
統
合
責
任
」

の
実
質
的
な
拡
充
へ
舵
を
切
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
証
左
と
い
え
る
の
が
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
政
策
理
事
会
に
よ
る
次
の
決
定
、
す
な
わ

ち
、
ユ
ー
ロ
圏
の
金
融
支
援
と
引
き
換
え
に
所
定
の
財
政
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
行
を
約
し
た
加
盟
国
に
つ
き
、
そ
の
国
債
を
Ｅ
Ｃ
Ｂ
が
無

制
限
に
買
い
取
る
施
策
（O

utright M
onetary T

ransactions: O
M

T

）
の
決
定
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
憲
法
異
議
で
あ
る
。
こ
の
憲
法

異
議
に
お
い
て
原
告
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
よ
る
本
件
決
定
を
Ｅ
Ｕ
条
約
に
よ
る
授
権
か
ら
の
逸
脱
（
と
い
う
意
味
で
の
権
限
踰
越
）
と
評
価
し
た

う
え
で
、
こ
の
権
限
踰
越
へ
の
適
時
適
切
な
対
抗
策
の
不
在
（
と
い
う
意
味
で
の
連
邦
政
府
の
不
作
為
）
を
、
選
挙
権
の
侵
害
と
し
て
論
難

し
た
。
そ
し
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
こ
の
訴
え
を
次
の
よ
う
な
判
示
に
よ
り
適
法
と
認
め
た
。

　
「
基
本
法
二
〇
条
一
項
・
二
項
お
よ
び
七
九
条
三
項
と
結
び
つ
い
た
三
八
条
一
項
一
文
は
、
Ｅ
Ｕ
の
諸
機
関
…
…
に
よ
る
十
分
に
深
刻
な
権

限
踰
越
か
ら
の
保
護
を
も
保
障
内
容
と
し
て
含
ん
で
い
る
。
客
観
法
的
に
根
拠
づ
け
ら
れ
る
連
邦
政
府
お
よ
び
連
邦
議
会
の
対
処
義
務
、
す
な

わ
ち
、
両
者
に
課
せ
ら
れ
た
統
合
責
任
の
発
露
（A

usfluss

）
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
の
諸
機
関
…
…
に
よ
る
権
限
踰
越
行
為
の
場
合
に
元
の
権
限
秩

序
が
い
か
に
し
て
回
復
さ
れ
得
る
か
と
い
う
問
題
と
能
動
的
に
取
り
組
む
義
務
は
、
こ
の
か
ぎ
り
で
市
民
の
主
観
的
権
利
と
も
対
応
す
る

（
（2
（

」。

　

本
案
審
理
に
踏
み
込
ん
で
か
ら
の
判
示

（
（2
（

を
あ
わ
せ
て
参
照
す
る
な
ら
ば
、
Ｅ
Ｕ
の
諸
機
関
に
よ
る
活
動
を
「
継
続
的
に

（法政研究 87－3－418）
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（kontinuierlich

）」
監
視
し
、
構
造
的
に
重
大
な
権
限
踰
越
に
際
し
て
は
こ
れ
に
「
対
抗
す
る
（entgegentreten

）」
義
務
―
―
権
限
踰

越
行
為
の
成
立
な
い
し
継
続
を
阻
む
べ
く
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
義
務
―
―
が
、
今
や
連
邦
政
府
お
よ
び
連
邦
議
会
の
「
統
合
責
任
」
に
書

き
込
ま
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
と
同
時
に
、
か
か
る
義
務
の
履
行
を
求
め
る
権
利
が
、「
選
挙
権
」
の
保
障
内
容
に
充
填
さ
れ
た
。
連
邦
議
会

を
通
じ
た
民
主
的
正
統
化
ル
ー
ト
の
確
保
に
加
え
て
、
Ｅ
Ｕ
の
諸
機
関
に
よ
る
活
動
を
条
約
上
の
授
権
の
枠
内
に
留
ま
ら
せ
る
「
永
続
的
な

（dauerhaft
）」
義
務
と
権
利
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
統
合
責
任
」
と
「
選
挙
権
」
の
一
環
と
し
て
迎
え
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る

（
（2
（

。

　

本
稿
が
〈
統
合
責
任
の
重
層
性
〉
と
〈
選
挙
権
の
実
質
的
拡
充
〉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
掲
げ
た
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
判
例
の
展
開

（
（2
（

を
踏
ま

え
て
の
こ
と
で
あ
る
。
冒
頭
に
紹
介
し
た
Ｐ
Ｓ
Ｐ
Ｐ
を
め
ぐ
る
二
〇
二
〇
年
五
月
五
日
の
憲
法
異
議
が
、
こ
う
し
た
判
例
の
蓄
積
の
上
に
書

か
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
も
は
や
贅
言
は
不
要
で
あ
ろ
う
。

三　

学
説
に
お
け
る
統
合
責
任
履
行
請
求
異
議
の
評
価

　

基
本
法
三
八
条
一
項
一
文
の
文
言

（
（2
（

に
徴
し
つ
つ
、
そ
こ
で
保
障
さ
れ
て
い
る
権
利
（
選
挙
権
）
の
内
容
を
や
や
丁
寧
に
読
み
解
く
な
ら
ば
、

「
普
通
、
直
接
、
自
由
、
平
等
お
よ
び
秘
密
の
各
原
則
に
適
っ
た
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
議
員
の
選
挙
に
有
権
者
団
の
一
員
と
し
て
投
票
に
よ
り

参
加
す
る
権
利
」
と
定
義
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
連
邦
議
会
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
投
票
機
会
の
剥
奪
や
右
に
述

べ
た
諸
原
則
の
毀
損
が
「
選
挙
権
」
の
制
約
に
当
た
る
こ
と
は
理
解
に
難
く
な
い
も
の
の
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
進
ん
で
、
議
会
の
権
限
喪
失
、

「
国
家
性
」
の
喪
失
、
さ
ら
に
は
こ
れ
ら
を
包
括
す
る
広
い
意
味
で
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
毀
損
を
す
べ
て
「
選
挙
権
」
の
制
約
と
性
格
づ
け

る
試
み
は
、
少
な
く
と
も
基
本
法
三
八
条
一
項
一
文
の
通
常
の
読
み
方
か
ら
す
れ
ば
、
容
易
に
は
成
功
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

（
（2
（

。

　

欧
州
統
合
に
伴
う
統
治
権
委
譲
の
限
界
を
扱
う
一
連
の
判
決
に
お
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
こ
の
「
大
胆
な

（
（3
（

」
試
み
を
継
続
し
、
確
立

し
た
判
例
へ
と
育
ん
で
き
た
こ
と
は
、
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
案
の
定
と
い
う
べ
き
か
、
こ
の
「
大
胆
な
」
憲
法
異
議

（87－3－419）



論　説

958

の
開
拓
に
は
、
有
力
な
論
者
に
よ
る
厳
し
い
批
判
が
後
を
絶
た
な
い

（
（3
（

。
以
下
で
は
、
統
合
責
任
履
行
請
求
異
議
を
適
法
と
認
め
る
一
連
の
判

決
に
つ
い
て
、
多
く
の
学
説
が
否
定
的
な
見
解
に
立
つ
こ
と
を
紹
介
し
、
も
っ
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
空
洞
化
に
抗
す
る
憲
法
異
議
の
理
論
的

な
困
難
を
剔
出
し
て
み
た
い
。

１　

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
原
理
の
主
観
化
に
よ
る
憲
法
異
議
の
変
質

　

統
合
責
任
履
行
請
求
異
議
を
適
法
と
認
め
る
判
決
は
、
な
ぜ
否
定
的
評
価
の
隆
盛
を
許
し
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
問
題
意
識

か
ら
諸
学
説
を
通
覧
す
る
と
き
、
総
じ
て
批
判
の
対
象
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
〈
主
観
訴
訟
た
る
べ
き
憲
法
異
議
の
民
衆
訴
訟
へ
の
変
質
〉

で
あ
る

（
（3
（

。
こ
の
変
質
を
も
た
ら
し
た
直
接
の
原
因
は
、
こ
れ
ま
で
に
縷
述
の
と
お
り
、
選
挙
権
に
対
す
る
過
度
な
内
容
の
充
填
で
あ
る
。
む

ろ
ん
、
基
本
法
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
採
用
し
（
基
本
法
二
〇
条
一
項
・
二
項
）、
こ
の
原
理
を
憲
法
改
正
に
よ
る
変
更
さ
え
も
寄
せ
つ
け
な

い
永
続
的
な
保
障
の
下
に
置
い
て
い
る（
同
七
九
条
三
項
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る「
憲
法
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」の
保
障
で
あ
る
）こ
と
は
、
ま
っ

た
く
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
採
用
を
根
拠
に
連
邦
議
会
や
連
邦
政
府
の
「
統
合
責
任
」
を
導
く
こ
と
、
さ
ら
に

そ
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
、
本
質
的
な
統
治
権
（
特
に
議
会
の
中
核
的
権
限
）
の
保
持
や
Ｅ
Ｕ
の
諸
機
関
に
よ
る
権
限
踰
越
へ
の
十
全
な

対
抗
と
い
っ
た
重
層
的
な
義
務
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
も
、
お
そ
ら
く
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
だ
と
し
て
も
、
国
家
機
関
に
課
せ
ら
れ

た
如
上
の
客
観
的
義
務
を
そ
の
ま
ま
反
転
さ
せ
て
、
か
か
る
義
務
の
履
行
請
求
を
主
観
的
権
利
と
し
て
認
め
る
こ
と
、
し
か
も
そ
の
根
拠
条

文
と
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
連
邦
議
会
議
員
の
選
挙
に
関
わ
る
定
め
に
す
ぎ
な
い
基
本
法
三
八
条
一
項
を
援
用
す
る
こ
と
の
是
非
は
、
十
分
な
疑

い
を
も
っ
て
精
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い

（
（3
（

。

　

こ
の
点
に
つ
き
、「
客
観
的
憲
法
の
顧
慮
を
求
め
る
主
観
的
権
利
」
の
容
認
は
「
異
例
な
こ
と
で
は
な
く
、
従
来
の
基
本
権
ド
グ
マ
ー
テ
ィ

ク
に
適
合
す
る

（
（3
（

」と
の
見
解
も
、
存
在
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
論
者
は
、「
選
挙
権（
基
本
法
三
八
条
一
項
）は
客
観
的
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

（法政研究 87－3－420）
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の
制
度
構
造
を
当
然
に
（notw

endig

）
前
提
と
し
て
お
り
、
こ
の
前
提
が
欠
け
れ
ば
そ
も
そ
も
無
意
味
と
な
る
の
だ
か
ら
、
選
挙
権
の
保

障
は
客
観
的
・
制
度
的
な
諸
前
提
の
保
障
を
共
に
含
む
、
と
い
う
こ
と
が
ま
っ
た
く
否
応
な
し
に
（zw

ingend

）
是
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

（
（3
（

」
と
も
述
べ
て
い
る
。
も
と
よ
り
主
観
的
権
利
の
保
障
が
客
観
的
憲
法
の
保
障
に
資
す
る
こ
と
は
、
た
と
え
ば
諸
個
人
の
自
由
な
領
域

を
侵
害
す
る
法
律
に
対
す
る
裁
判
所
の
違
憲
審
査
（
こ
の
と
き
基
本
権
侵
害
の
存
否
の
み
な
ら
ず
憲
法
上
の
あ
ら
ゆ
る
客
観
的
秩
序
と
の
整

合
性
が
審
査
さ
れ
る
）
お
よ
び
そ
の
判
決
効
を
想
起
す
れ
ば
明
白
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
〈
憲
法
異
議
の
二
重
の
機
能
〉
と
し
て
説
か
れ
て

き
た
内
容
と
も
重
な
り
合
う

（
（3
（

。
と
は
い
え
、
主
観
的
権
利
の
保
護
が
客
観
的
憲
法
の
維
持
に
資
す
る
こ
と
は
、
客
観
的
憲
法
の
維
持
を
求
め

る
主
観
的
権
利
の
容
認
と
け
っ
し
て
同
義
で
は
あ
り
得
な
い
。
選
挙
権
（
の
内
実
で
あ
る
投
票
権
）
の
行
使
は
、
た
し
か
に
法
律
に
よ
る
制

度
構
築
に
依
存
す
る
か
ら
、
そ
う
し
た
適
切
な
選
挙
制
度
の
不
在
な
い
し
不
備
を
選
挙
権
の
侵
害
と
評
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
こ
の
か

ぎ
り
に
お
い
て
、
選
挙
権
は
〈
客
観
的
法
制
度
の
構
築
を
求
め
る
主
観
的
権
利
〉
と
理
解
さ
れ
得
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
議
会
制
や
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
一
般
の
顧
慮
な
い
し
維
持
を
求
め
る
主
観
的
権
利
と
な
れ
ば
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
「
選
挙
」
権
の
範
疇
を
超
え
て
い
よ
う
。
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
が
憲
法
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
属
す
る
別
格
の
原
理
で
あ
る
こ
と
を
持
ち
出
す
に
せ
よ
、
選
挙
権
の
根
底
に
人
間
の
尊
厳
を
見
出
す

に
せ
よ

（
（3
（

、
基
本
法
三
八
条
一
項
に
よ
る
右
の
ご
と
き
権
利
の
基
礎
づ
け
は
成
功
し
が
た
い

（
（3
（

。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
無
理
を
押
し
通
し

た
帰
結
が
、
上
述
の
〈
憲
法
異
議
の
変
質
〉
で
あ
っ
た
。
選
挙
人
な
ら
誰
で
も
、
連
邦
議
会
や
連
邦
政
府
の
行
為
（
こ
れ
に
は
不
作
為
も
含

ま
れ
る
）
を
権
利
侵
害
と
し
て
論
難
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
憲
法
異
議
は
実
質
的
に
は
民
衆
訴
訟
と
み
て
差
し
支
え
な
い
。

２　

抽
象
的
規
範
統
制
の
迂
回
に
よ
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
権
限
拡
張

　

お
よ
そ
裁
判
所
は
、
適
法
な
提
訴
を
待
っ
て
権
限
を
行
使
す
る
国
家
機
関
で
あ
る
。
基
本
法
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
係
属
可
能
な
訴
訟
形

式
を
限
定
列
挙
し
て
お
り
（
九
三
条
）、
こ
れ
を
承
け
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
は
、
各
々
の
訴
訟
要
件
を
詳
細
に
規
律
し
て
い
る
。
適
法
な
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提
訴
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
法
律
に
よ
る
訴
訟
要
件
に
適
っ
た
提
訴
を
意
味
す
る
と
こ
ろ
、
主
観
訴
訟
た
る
憲
法
異
議
を
民
衆
訴
訟
に

変
質
さ
せ
て
し
ま
う
営
み
は
、
実
質
的
に
は
訴
訟
要
件
の
書
き
換
え
と
同
義
で
あ
ろ
う

（
（3
（

。
す
な
わ
ち
、
選
挙
権
（
基
本
法
三
八
条
一
項
一
文
）

の
大
胆
な
解
釈
を
通
じ
た
〈
選
挙
人
た
る
地
位
に
基
づ
く
憲
法
異
議
〉
の
開
拓
は
、
裁
判
官
の
法
形
成
（Richterrecht

）
に
よ
る
裁
判
所
の

自
己
権
限
拡
張
と
し
て
の
色
彩
を
帯
び
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

（
（4
（

。

　

も
っ
と
も
、
以
上
の
よ
う
な
選
挙
権
の
捉
え
直
し
と
そ
れ
に
基
づ
く
憲
法
異
議
の
変
質
を
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
け
っ
し
て
際
限
な
く
推

し
進
め
よ
う
と
は
考
え
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
か
り
に
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
要
求
の
遵
守
を
請
求
す
る
権
利

（
（4
（

」（
端
的
に
い
え
ば
「
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
請
求
権

（
（4
（

」）
が
選
挙
権
（
基
本
法
三
八
条
一
項
一
文
）
の
一
環
と
し
て
（
つ
ま
り
基
本
権
と
し
て
）
容
認
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の

射
程
は
、
統
合
責
任
履
行
請
求
の
文
脈
に
と
ど
ま
ら
な
い
は
ず
で
あ
る

（
（4
（

。
た
と
え
ば
、
連
邦
議
会
の
解
散
（
基
本
法
六
八
条
）
を
違
憲
と
考

え
る
選
挙
人
は
、
自
ら
の
選
挙
権
に
対
す
る
侵
害
を
理
由
に
、
憲
法
異
議
を
提
起
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
連

邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
は
、
こ
の
よ
う
な
憲
法
異
議
を
不
適
法
と
し
て
斥
け
て
き
た

（
（4
（

。
ど
う
や
ら
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
と
っ
て
、
基
本
法
三

八
条
一
項
一
文
は
、
も
っ
ぱ
ら
「
対
欧
州
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
目
的
に
の
み
援
用
さ
れ
得
る
基
本
権
の
母
胎
な
の
で
あ
る

（
（4
（

。
他
方
、「
対
欧

州
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
局
面
で
あ
れ
ば
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
遵
守
を
標
榜
す
る
す
べ
て
の
憲
法
異
議
に
さ
し
あ
た
り
本
案
審
査
へ
の
通
過
が

認
め
ら
れ
る
の
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
も
な
い
。〈
選
挙
人
た
る
地
位
に
基
づ
く
憲
法
異
議
〉
は
、
国
民
に
よ
る
自
己
統
治
（
政
治
的
自
己

決
定
）
が
本
質
的
か
つ
永
続
的
に
損
な
わ
れ
る
場
合
に
か
ぎ
っ
て
許
容
さ
れ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
あ
く
ま
で
「
例
外
的
な
」
訴
訟
ル
ー

ト
に
と
ど
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
示
さ
れ
て
き
た

（
（4
（

。

　

と
は
い
え
、
こ
の
「
例
外
」
は
重
層
的
な
是
正
要
求
を
伴
い
つ
つ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
容
認
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
そ
し

て
何
よ
り
も
、
こ
う
し
た
憲
法
異
議
が
選
挙
権
の
か
な
り
き
わ
ど
い
解
釈
に
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
、
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
か
か
る

批
判
的
検
証
を
踏
ま
え
つ
つ
基
本
法
お
よ
び
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
に
列
挙
さ
れ
た
訴
訟
形
式
を
通
覧
す
る
と
き
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る

統
合
責
任
の
履
行
統
制
は
、
憲
法
異
議
に
固
執
し
な
く
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
統
制
に
最
も
適
し
た
訴
訟
形
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式
は
、
む
し
ろ
「
抽
象
的
規
範
統
制
」（
基
本
法
九
三
条
一
項
二
号

（
（4
（

）
で
あ
る
と
い
わ
れ
る

（
（4
（

。
け
れ
ど
も
こ
の
訴
訟
形
式
は
、
精
力
的
な
活

用
に
開
か
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
提
訴
権
者
が
「
連
邦
政
府
、
州
政
府
ま
た
は
連
邦
議
会
議
員
の
四
分
の
一
以
上
」
に
限
定
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
選
挙
権
の
侵
害
を
理
由
と
す
る
憲
法
異
議
の
場
合
、
選
挙
人
な
ら
ば
誰
も
が
提
訴
可
能
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
Ｅ
Ｕ
条
約
の
改
正
（
や
Ｅ
Ｕ
の
諸
機
関
に
よ
る
権
限
踰
越
）
に
そ
の
つ
ど
対
抗
す
る
地
位
を
獲
得
す
る
こ

と
と
な
る
。
か
く
し
て
一
連
の
判
決
に
基
づ
く
〈
統
合
責
任
の
重
層
性
〉
と
〈
選
挙
権
の
実
質
的
拡
充
〉
は
、
こ
れ
に
批
判
的
な
多
く
の
論

者
に
よ
っ
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
道
理
に
反
し
た
権
限
拡
張
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

（
（4
（

。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
精
力
的
に
開
拓
さ
れ
て
き
た
統
合
責
任
履
行
請
求
異
議
（
欧
州
統
合
に
伴
う
公
権
力
の
民

主
的
正
統
性
の
低
落
を
選
挙
権
の
侵
害
と
し
て
争
う
憲
法
異
議
）
に
照
準
を
定
め
て
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
空
洞
化
に
対
す
る
裁
判
的
統
制
の

可
能
性
を
探
っ
て
き
た
。
擱
筆
に
あ
た
っ
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
立
論
の
要
点
を
摘
記
し
て
お
き
た
い
。

⑴　

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
、
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
も
踏
み
越
え
ら
れ
な
い
永
続
的
原
理
（
い
わ
ゆ
る
憲
法
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
と
し
て
、
基

本
法
に
お
い
て
明
示
的
に
保
障
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
条
一
項
・
二
項
、
七
九
条
三
項
）。

⑵　

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
原
理
は
、
と
り
わ
け
連
邦
議
会
お
よ
び
連
邦
政
府
の
「
統
合
責
任
」
を
根
拠
づ
け
る
。
欧
州
統
合
に
伴
っ
て
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
の
原
理
が
空
洞
化
す
る
の
を
防
ぐ
べ
く
、
適
切
な
配
慮
を
尽
く
す
義
務
が
そ
の
内
実
で
あ
り
、
よ
り
仔
細
に
み
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
の
諸
機

関
に
対
す
る
限
定
的
・
個
別
的
な
授
権
、
連
邦
議
会
に
留
保
さ
れ
る
べ
き
本
質
的
任
務
・
権
限
の
保
持
、
さ
ら
に
は
Ｅ
Ｕ
の
諸
機
関
に
よ
る

（87－3－423）
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権
限
踰
越
に
対
す
る
継
続
的
な
監
視
に
至
る
ま
で
、
重
層
的
で
あ
る
。

⑶　

選
挙
権
は
、
連
邦
議
会
議
員
の
選
挙
（
を
通
じ
た
公
権
力
の
民
主
的
正
統
化
）
に
参
与
す
る
権
利
に
と
ど
ま
ら
ず
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

維
持
を
請
求
す
る
権
利
（
換
言
す
れ
ば
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
空
洞
化
に
抗
す
る
権
利
）
を
保
障
内
容
と
し
て
含
む
。
す
な
わ
ち
、
統
合
責
任

の
履
行
を
請
求
す
る
権
利
は
、
選
挙
権
の
一
内
容
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
す
べ
て
の
選
挙
人
は
、
統
合
責
任
の
不
履
行
に

対
し
て
、
選
挙
権
の
侵
害
を
理
由
に
憲
法
異
議
を
提
起
で
き
る
。

⑷　

主
観
訴
訟
に
よ
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
維
持
（
な
い
し
回
復
）
を
可
能
な
ら
し
め
る
右
の
構
想
は
、
し
か
し
な
が
ら
盤
石
な
理
論
的
基
礎

に
拠
っ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
統
合
責
任
履
行
請
求
異
議
は
、
形
式
的
に
は
憲
法
異
議
の
屋
根
を
借
り
つ
つ
も
、
実
質
的
に
は
民
衆
訴

訟
に
等
し
い
、
と
少
な
か
ら
ぬ
論
者
に
よ
っ
て
批
判
的
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。

　

か
よ
う
に
〈
民
衆
訴
訟
と
し
て
の
憲
法
異
議
〉
が
厳
し
い
批
判
に
晒
さ
れ
る
の
は
、
ひ
と
え
に
選
挙
権
の
大
胆
す
ぎ
る
解
釈
を
通
じ
た
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
請
求
権
の
「
捏
造
（Erfindung

（
（5
（

）」
に
由
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
「
捏
造
」
に
別
の
表
現
を
与
え
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

権
力
分
立
か
ら
の
逸
脱
と
言
い
換
え
ら
れ
る
だ
ろ
う

（
（5
（

。
す
な
わ
ち
、
一
連
の
統
合
責
任
履
行
請
求
異
議
は
、
原
告
適
格
の
狭
い
限
定
ゆ
え
に

な
か
な
か
提
訴
に
至
ら
な
い
（
と
い
う
こ
と
は
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
な
か
な
か
審
判
の
機
会
が
与
え
ら
れ
な
い
）
抽
象
的
規
範
統
制
の
代
替

ル
ー
ト
を
、
選
挙
権
の
無
理
な
解
釈
に
よ
っ
て
抉
じ
開
け
る
企
て
と
し
て
、
つ
ま
り
、
議
会
を
押
し
の
け
て
敢
行
さ
れ
た
連
邦
憲
法
裁
判
所

に
よ
る
新
た
な
訴
訟
形
式
の
自
己
立
法
と
し
て
、
重
大
な
懸
念
を
招
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

連
邦
憲
法
裁
判
所
と
て
、
こ
の
よ
う
な
懸
念
な
い
し
批
判
に
け
っ
し
て
無
頓
着
な
わ
け
で
は
な
い
。「
選
挙
権
は
民
主
的
プ
ロ
セ
ス
の
内

容
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
資
す
る
の
で
は
な
く
、
民
主
的
プ
ロ
セ
ス
を
可
能
な
ら
し
め
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
る

（
（5
（

」。
近
時
の
判
決
に
た
び
た
び

（法政研究 87－3－424）



民衆訴訟としての憲法異議について（村西）

963

引
用
さ
れ
る

（
（5
（

こ
の
一
節
は
、
選
挙
権
に
基
づ
き
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
維
持
（
な
い
し
回
復
）
を
求
め
る
憲
法
異
議
の
許
容
に
つ
い
て
、
そ
れ
が

あ
く
ま
で
「
例
外
」
の
地
位
に
と
ど
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
印
象
づ
け
る
。
ま
た
、
か
か
る
憲
法
異
議
に
認
容
判
決
が
下
さ
れ
る
の

は
、
連
邦
議
会
の
権
限
喪
失
で
あ
れ
ば
そ
れ
が
本
質
的
か
つ
永
続
的
で
あ
る
場
合
、
Ｅ
Ｕ
の
諸
機
関
に
よ
る
権
限
踰
越
（
に
際
し
て
の
連
邦

議
会
・
連
邦
政
府
の
不
作
為
）
で
あ
れ
ば
そ
れ
が
構
造
的
に
重
大
で
あ
る
場
合
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
別
言
す
れ
ば
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
ま
っ

た
く
根
底
か
ら
機
能
不
全
に
追
い
や
ら
れ
る
場
合
の
み
と
考
え
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
公
権
力
の
行
使
に
対
す
る
民
主
的
正
統
化
の
不
足
に

つ
い
て
、
か
り
に
そ
の
程
度
が
著
し
い
と
し
て
も
、
こ
れ
を
主
観
的
な
選
挙
権
の
侵
害
と
捉
え
る
立
論
は
い
か
に
も
技
巧
的
で
あ
り
、
こ
の

立
論
が
欧
州
統
合
の
文
脈
に
か
ぎ
っ
て
特
別
に
許
さ
れ
る
理
由
も
定
か
で
は
な
い
。
ド
イ
ツ
の
（
と
い
う
よ
り
欧
州
の
）
政
治
プ
ロ
セ
ス
に

お
け
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
水
際
立
っ
た
指
導
力
は
、
理
論
的
に
は
か
な
り
無
理
の
多
い
訴
訟
形
式
を
用
い
て
示
さ
れ
て
き
た
と
総
括
で
き

る
だ
ろ
う
。

〔
附
記
〕
本
稿
は
、
科
研
費
・
基
盤
研
究
Ｃ
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
政
策
決
定
に
伴
う
議
会
制
民
主
主
義
の
空
洞
化
に
対
す
る
司
法
的
統
制
の
理

論
構
築
」（
課
題
番
号
一
八
Ｋ
〇
一
二
四
七
）
の
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
１�

）
客
観
訴
訟
に
関
す
る
総
括
的
な
研
究
と
し
て
参
照
、
村
上
裕
章
「
客
観
訴
訟
と
憲
法
」
同
『
行
政
訴
訟
の
解
釈
理
論
』（
弘
文
堂
・
二
〇
一
九
年
）
五

三
頁
以
下
〔
初
出
二
〇
一
三
年
〕。
な
お
、
主
観
訴
訟
／
客
観
訴
訟
と
い
う
分
類
は
、
ド
イ
ツ
で
は
通
有
の
用
語
方
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
ら
の
概
念
を

用
い
た
本
稿
の
分
析
は
、
あ
く
ま
で
「
日
本
の
用
語
方
に
引
き
つ
け
て
い
え
ば
」
そ
の
よ
う
に
性
格
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

（
２�

）BV
erfG, U

rteil des Zw
eiten Senats vom

 5. M
ai 2020 – 2 BvR 859/15, 2 BvR 1651/15, 2 BvR 2006/15, 2 BvR 980/16 = N

JW
 2020, S. 

1647; N
V

w
Z 2020, S. 857; D

V
Bl. 2020, S. 1004; JZ 2020, S. 744. 

（
３�

）
こ
こ
で
の
「
Ｅ
Ｕ
条
約
」
に
は
「
Ｅ
Ｕ
条
約
」
と
「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
」
の
二
つ
が
含
ま
れ
る
。
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
が
「
Ｅ
Ｕ
条
約
」
の
解
釈
お
よ
び
適

用
に
お
け
る
法
の
統
一
性
の
確
保
に
任
ぜ
ら
れ
る
、
と
後
述
さ
れ
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

（
４�

）BV
erfGE 123, 267 (353); BV

erfGE 126, 286 (303 f.).
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（
５�

）BV
erfGE 126, 286 (304).

「
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
権
限
踰
越
の
統
制
は
、
欧
州
［
連
合
］
の
機
関
（O

rgane und Einrichtungen

）
に
よ
る

諸
活
動
が
そ
こ
に
付
与
さ
れ
た
権
限
の
外
側
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
明
白
と
い
え
る
（ersichtlich

）
場
合
に
か
ぎ
っ
て
、
考
慮
に
値
す
る
。
か
よ
う
に
限

定
的
個
別
授
権
の
原
則
に
対
す
る
違
反
が
明
白
と
い
え
る
の
は
、
欧
州
［
連
合
］
の
機
関
が
そ
の
権
限
の
限
界
を
、
限
定
的
個
別
授
権
の
原
則
を
特
別

に
毀
損
す
る
や
り
方
で
踰
越
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
換
言
す
れ
ば
、
権
限
逸
脱
が
十
分
に
深
刻
な
（hinreichend qualifiziert

）
場
合
に
限
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
Ｅ
Ｕ
権
力
に
よ
る
権
限
逸
脱
の
活
動
が
明
白（offensichtlich

）で
あ
り
、
加
盟
国
と
Ｅ
Ｕ
と
の
権
限
構
造
に
お
い
て
攻
撃
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
行
為
が
、
限
定
的
個
別
授
権
の
原
則
や
法
治
国
的
な
法
律
へ
の
拘
束
に
鑑
み
て
、
き
わ
め
て
重
大
で
あ
る
場
合
を
意
味
す
る
」。

（
６�

）
本
判
決
は
、
前
掲
註
（
５
）
の
判
示
を
覆
す
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
こ
れ
を
明
示
的
に
引
用
し
つ
つ
下
さ
れ
た
。BV

erfG, U
rteil (A

nm
. 2), Rn. 110.

（
７�

）「
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
議
員
は
、
普
通
、
直
接
、
自
由
、
平
等
お
よ
び
秘
密
選
挙
に
お
い
て
選
出
さ
れ
る
」。

（
８�

）
先
決
裁
定
に
お
い
て
下
さ
れ
た
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
の
判
決
に
対
す
る
憲
法
異
議
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
政
策
理
事
会
の
Ｐ
Ｓ
Ｐ
Ｐ
実
施
決
定
に
対
す
る
憲
法
異
議

は
、
い
ず
れ
も
不
適
法
と
し
て
却
下
さ
れ
た
。BV

erfG, U
rteil (A

nm
. 2), Rn. 93 f. 

既
述
の
と
お
り
、
憲
法
異
議
の
対
象
は
「
公
権
力
に
よ
る
」
基

本
権
（
な
い
し
そ
れ
と
同
等
の
権
利
）
の
侵
害
と
定
式
化
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
本
判
決
を
踏
ま
え
て
精
確
を
期
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
の
「
公
権
力
」
は
「
ド

イ
ツ
の
」
公
権
力
を
指
す
。
先
行
す
る
判
決
と
し
て
、BV

erfGE 142, 123 (179 f. Rn. 97) 

も
あ
わ
せ
て
参
照
。

（
９�

）BV
erfG, U

rteil (A
nm

. 2), Rn. 89 f.

（
10�

）BV
erfG, U

rteil (A
nm

. 2), Rn. 99.

（
11�

）BV
erfG, U

rteil (A
nm

. 2), Rn. 101.  

な
お
、
基
本
法
七
九
条
三
項
は
、「
基
本
法
一
条
［
人
間
の
尊
厳
の
不
可
侵
、
人
権
に
よ
る
立
法
・
執
行
権
・
裁

判
の
拘
束
を
規
定
］お
よ
び
二
〇
条［
社
会
的
連
邦
国
家
、
法
治
国
原
則
、
抵
抗
権
と
並
ん
で
、「
す
べ
て
の
国
家
権
力
は
国
民
に
由
来
す
る
。
国
家
権
力
は
、

選
挙
お
よ
び
投
票
に
お
い
て
国
民
に
よ
り
、
立
法
・
執
行
権
お
よ
び
裁
判
の
個
別
の
機
関
を
通
じ
て
行
使
さ
れ
る
」（
二
項
）
と
し
て
国
民
主
権
・
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
原
則
を
規
定
］
に
謳
わ
れ
た
諸
原
則
と
の
抵
触
を
も
た
ら
す
基
本
法
の
改
正
は
、
こ
れ
を
禁
ず
る
」
と
規
定
す
る
と
こ
ろ
、
同
二
三
条
一
項
三

文
は
、
次
の
よ
う
に
宣
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
七
九
条
三
項
は
「
Ｅ
Ｕ
の
創
設
、
そ
の
条
約
上
の
基
礎
の
変
更
、
お
よ
び
そ
れ
に
匹
敵
す
る
規
定
で

あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
り
基
本
法
が
内
容
的
に
変
更
も
し
く
は
補
完
さ
れ
、
ま
た
は
そ
う
し
た
変
更
も
し
く
は
補
完
が
な
さ
れ
得
る
場
合
に
、
妥
当
す
る
」。

（
12�

）BV
erfG, U

rteil (A
nm

. 2), Rn. 102.

（
13�

）BV
erfG, U

rteil (A
nm

. 2), Rn. 103.

（
14�

）BV
erfG, U

rteil (A
nm

. 2), Rn. 104.

（
15�

）BV
erfG, U

rteil (A
nm

. 2), Rn. 106 f.

（
16�

）BV
erfG, U

rteil (A
nm

. 2), Rn. 109.

（
17�

）
本
判
決
は
、
こ
の
形
容
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
、
次
の
よ
う
に
敷
衍
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
の
「
明
白
」
と
は
、
権
限
踰
越
が
「
十
分
に

（法政研究 87－3－426）
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深
刻
（hinreichend qualifiziert

）」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
権
限
踰
越
が
「
構
造
的
に
重
大
な
」
場
合
と
は
、
Ｅ
Ｕ
と
加

盟
国
と
の
権
限
配
分
が
加
盟
国
に
と
っ
て
不
利
益
と
な
る
変
容
を
被
る
場
合
の
こ
と
で
あ
る
。BV

erfG, U
rteil (A

nm
. 2), Rn. 110.

（
18�
）BV

erfGE 89, 155 (171 f.).
（
19�
）BV

erfGE 123, 267 (330).

（
20�

）BV
erfGE 129, 124 (167-174); 132, 195 (234 f. Rn. 91 f.); 135, 317 (384 f. Rn. 122).

（
21�

）BV
erfGE 123, 267 (341).

（
22�

）BV
erfGE 123, 267 (331 f.).

（
23�

）
こ
の
点
に
関
す
る
詳
細
な
検
討
と
し
て
、V

gl. H
olger Grefrath, Exposé eines V

erfassungsprozessrechts von den Letztfragen? D
as 

Lissabon-U
rteil zw

ischen actio pro socio und negativer T
heologie, A

öR 135 (2010), S. 221-250.

（
24�

）BV
erfGE 142, 123 (174 f. Rn. 83). 

（
25�

）BV
erfGE 142, 123 (207 ff. Rn. 162 ff.).

（
26�

）
邦
語
に
よ
る
解
説
と
し
て
参
照
、
片
桐
直
人
「〔
判
批
〕
Ｏ
Ｍ
Ｔ
合
憲
判
決
」
自
治
研
究
九
三
巻
六
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
四
七
（
一
五
二
）
頁
。

（
27�

）
そ
の
簡
明
な
総
括
と
し
て
、V

gl. Bernd Grzeszick, in: K
laus Stern / Florian Becker (H

rsg.), Grundrechte-K
om

m
entar, 3. A

ufl. 
2019, A

rt. 38 Rn. 17.

（
28�

）
前
掲
註
（
７
）
を
参
照
。

（
29�

）V
gl. M

ichael Sachs, Grundrechtsschutz der Staatlichkeit und der Staatsstrukturprinzipien?, in: FS f. K
laus Stern zum

 80. 
Geburtstag, 2012, S. 597 (600 ff.).

（
30�

）BV
erfGE 134, 366 (423 Rn. 119) 

に
お
け
る
リ
ュ
ッ
ベ
－
ヴ
ォ
ル
フ
裁
判
官
の
少
数
意
見
を
参
照
。

（
31�

）V
gl. H

orst D
reier, in: ders. (H

rsg.), GG K
om

m
entar, Bd. 2, 3. A

ufl. 2015, A
rt. 20 (D

em
okratie) Rn. 81; Bodo Pieroth, in: H

ans D
. 

Jarass / ders., GG K
om

m
entar, 15. A

ufl. 2018, A
rt. 38 Rn. 9a; H

erbert Bethge, in: T
heodor M

aunz / Bruno Schm
idt-Bleibtreu / 

Franz K
lein / ders. (H

rsg.), Bundesverfassungsgerichtsgesetz K
om

m
entar, 58. EL 2020, V

orbem
. Rn. 152, 342 f. 

他
に
、
後
掲
註

（
32
）
お
よ
び
次
款
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
諸
論
攷
を
参
照
。

（
32�

）
古
く
は
、V

gl. Christian T
om

uschat, D
ie Europäische U

nion unter A
ufsicht des Bundesverfassungsgerichts, EuGRZ 1993, S. 

489 (489, 491). 

他
に
、Christoph Schönberger, D

ie Europäische U
nion zw

ischen D
em

okratiedefizit und Bundesstaatsverbot, D
er 

Staat 48 (2009), S. 535 (540); Jürgen Schw
arze, D

ie verordnete D
em

okratie Zum
 U

rteil des 2. Senats des BV
erfG zum

 Lissabon-
V

ertrag, EuR 2010, S. 108 (114).
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（
33�

）V
gl. M

atthias Jestaedt, W
arum

 in die ferne Schw
eifen, w

enn der M
assstab liegt so nah? V

erfassungshandw
erkliche 

A
nfragen an das Lissabon-U

rteil des BV
erfG, D

er Staat 48 (2009), S. 497 (503-507).
（
34�
）D

ietrich M
ursw

iek, A
rt. 38 GG als Grundlage eines Rechts auf A

chtung des unabänderlichen V
erfassungskerns, JZ 2010, S. 

702 (705).  

著
者
の
ム
ル
ス
ヴ
ィ
ー
ク
は
、
一
連
の
統
合
責
任
履
行
請
求
異
議
に
お
い
て
、
原
告
側
の
訴
訟
代
理
人
に
名
を
連
ね
て
お
り
、
こ
の
論
攷
に

お
い
て
は
、
如
上
の
判
決
を
擁
護
す
る
ど
こ
ろ
か
、
よ
り
先
鋭
的
な
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。

（
35�

）M
ursw

iek (A
nm

. 34), S. 707.

（
36�

）V
gl. K

laus Schlaich / Stefan K
orioth, D

as Bundesverfassungsgericht, 11. A
ufl. 2018, Rn. 205.

（
37�

）
こ
う
し
た
判
決
の
行
論
に
好
意
的
と
思
わ
れ
る
学
説
も
、
む
ろ
ん
皆
無
で
は
な
い
。M

ursw
iek (A

nm
. 34) 

の
他
に
、
た
と
え
ばV

gl. K
laus 

Ferdinand Gärditz / Christian H
illgruber, V

olkssouveränität und D
em

okratie ernst genom
m

en – Zum
 Lissabon-U

rteil des 
BV

erfG, JZ 2009, S. 872 (872 f.).

（
38�

）V
gl. Christoph Schönberger, D

er introvertierte Rechtsstaat als K
rönung der D

em
okratie? – Zur Entgrenzung von A

rt. 38 
GG im

 Europaverfassungsrecht, JZ 2010, S. 1160 (1162).  

シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ガ
ー
は
こ
の
論
攷
に
お
い
て
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
顧
慮
を
求
め
る
主

観
的
権
利
の
容
認
が
あ
り
得
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
（
現
実
に
は
存
在
し
な
い
）
基
本
法
二
〇
条
五
項
ま
た
は
基
本
法
七
九
条
四
項
に
依
拠
す
べ
き
で

あ
っ
て
、
選
挙
権
に
よ
る
基
礎
づ
け
は
基
本
法
三
八
条
一
項
の
許
さ
れ
ざ
る
越
境
的
適
用
（Entgrenzung

）
だ
、
と
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。

（
39�

）V
gl. Schönberger (A

nm
. 32) S. 540.

（
40�

）V
gl. Rom

an Lehner, D
ie Integrationsverfassungsbeschw

erde nach A
rt. 38 A

bs. 1 S. 1 GG: Prozessale und m
ateriell-rechtliche 

Folgefragen zu einer objektiven verfassungsw
ahrungsbeschw

erde, D
er Staat 52 (2013), S. 535 (545).

（
41�

）BV
erfGE 123, 267 (340); 135, 317 (386 Rn. 125).

（
42�

）BV
erfGE 135, 317 (386 Rn. 125).

（
43�

）V
gl. M

ursw
iek (A

nm
. 34), S. 704.

（
44�

）V
gl. BV

erfGE 62, 397 (399).

（
45�

）V
gl. Christofer Lenz / Ronald H

ansel, Bundesverfassungsgerichtsgesetz H
andkom

m
entar, 3. A

ufl. 2020, §
90 Rn. 222, 225.

（
46�

）
た
と
え
ば
、
ユ
ー
ロ
圏
の
多
国
間
融
資
制
度
の
運
用
を
め
ぐ
っ
て
、
一
部
の
重
要
な
決
定
に
対
す
る
連
邦
議
会
の
関
与
権
を
も
っ
ぱ
ら
予
算
委
員
会

に
帰
属
さ
せ
る
（
す
な
わ
ち
本
会
議
に
よ
る
審
議
・
議
決
を
不
要
と
す
る
）
国
内
法
が
制
定
さ
れ
た
場
合
、
そ
う
し
た
重
要
な
決
定
は
あ
く
ま
で
全
議

員
の
関
与
に
開
か
れ
て
こ
そ
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
原
理
に
適
う
と
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
右
の
国
内
法
を
も
っ
て
選
挙
権
の
侵
害
と
す
る
立
論
も
十
分
に

考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
こ
う
し
た
立
論
に
基
づ
く
憲
法
異
議
を
適
法
と
は
認
め
な
か
っ
た
。
こ
の
判
決
に
お
い
て
同
裁
判

（法政研究 87－3－428）
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所
は
、
連
邦
議
会
の
内
部
に
お
け
る
任
務
配
分
の
適
否
が
選
挙
権
を
引
き
合
い
に
出
し
て
論
難
さ
れ
得
る
と
す
れ
ば
、「
基
本
法
三
八
条
一
項
一
文
に
支

え
ら
れ
た
憲
法
異
議
の
例
外
的
性
格
お
よ
び
機
関
争
訟
と
の
相
違
が
ぼ
や
け
て
し
ま
う
だ
ろ
う
」
と
判
示
し
て
い
る
。
加
え
て
、
特
に
重
要
度
の
高
い

決
定
（
た
と
え
ば
融
資
総
枠
の
増
強
）
に
対
す
る
連
邦
議
会
の
議
決
は
通
常
の
多
数
決
で
は
な
く
特
別
多
数
決
に
よ
る
べ
き
な
の
に
、
国
内
法
が
そ
う

し
た
規
定
を
欠
い
て
い
る
の
は
選
挙
権
の
侵
害
ゆ
え
に
違
憲
だ
、
と
主
張
す
る
憲
法
異
議
に
つ
い
て
も
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
こ
れ
を
不
適
法
と
し
て

却
下
し
た
。
以
上
に
つ
い
て
、V

gl. BV
erfGE 135, 317 (386-388 Rn. 125-129).

（
47�

）「
連
邦
法
ま
た
は
州
法
の
こ
の
基
本
法
と
の
形
式
的
お
よ
び
実
質
的
適
合
性
ま
た
は
州
法
の
連
邦
法
と
の
適
合
性
に
関
す
る
見
解
の
相
違
ま
た
は
疑
義

が
存
す
る
場
合
、
連
邦
政
府
、
州
政
府
ま
た
は
連
邦
議
会
議
員
の
四
分
の
一
以
上
の
申
立
て
に
よ
り
」連
邦
憲
法
裁
判
所
は
判
決
す
る
。
よ
り
詳
細
に
は
、

連
邦
憲
法
裁
判
所
法
七
六
条
一
項
を
参
照
。

（
48�

）Lenz / H
ansel (A

nm
. 45), Rn. 225.

（
49�

）
そ
の
代
表
的
な
論
攷
と
し
て
、V

gl. Schönberger (A
nm

. 32), S. 540. 

な
お
、
統
合
責
任
履
行
請
求
異
議
に
お
け
る
請
求
棄
却
判
決
は
、
原
告
の

企
図
と
は
ま
っ
た
く
裏
腹
に
、
Ｅ
Ｕ
の
諸
活
動
に
対
し
て
「
民
主
的
」
正
統
性
な
ら
ぬ
「
憲
法
的
」
正
統
性
を
刻
印
す
る
結
果
と
な
ろ
う
。
か
よ
う
に

連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
裁
判
的
統
制
の
拡
張
は
、
常
に
欧
州
統
合
へ
の
ブ
レ
ー
キ
と
し
て
機
能
す
る
と
は
限
ら
ず
、
む
し
ろ
そ
の
促
進
に
寄
与
す
る

場
合
も
あ
る
こ
と
は
留
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、V

gl. Lenz / H
ansel (A

nm
. 45), Rn. 226.

（
50�

）Rüdiger Zuck, in: H
ans Lechner / ders., Bundesverfassungsgerichtsgesetz K

om
m

entar, 7. A
ufl. 2015, §

90 Rn. 79a. 

な
お
、
二
〇

一
九
年
に
公
刊
さ
れ
た
同
書
の
最
新
版
（
第
八
版
）
に
お
い
て
は
、
本
項
目
の
叙
述
が
大
幅
に
修
正
さ
れ
て
お
り
、
基
本
権
の
「
捏
造
」
に
対
す
る
批

判
は
消
去
さ
れ
た
。

（
51�

）Zuck (A
nm

. 50)

の
引
用
箇
所
を
み
る
と
、
こ
の
よ
う
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
請
求
権
の
「
捏
造
」
が
批
判
さ
れ
る
べ
き
理
由
と
し
て
、「
連
邦
憲
法
裁
判

所
を
議
会
に
代
置
す
る
」
結
果
と
な
る
こ
と
が
論
及
さ
れ
て
い
る
。

（
52�

）BV
erfGE 129, 124 (168).

（
53�

）V
gl. BV

erfGE 134, 366 (396 f. Rn. 52); 142, 123 (190 Rn. 126); BV
erfG, U

rteil (A
nm

. 2), Rn. 100.

（87－3－429）




